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〈
調
査
報
告
〉大

谷
大
学
編
『
清
沢
満
之
全
集
』
未
収
録
の
新
出
清
沢
満
之
著
述
群
に
つ
い
て

藤　

原　

正　

寿

西　

本　

祐　

攝

は
じ
め
に

　

昨
今
の
近
代
仏
教
思
想
研
究
の
盛
り
上
が
り
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
書
、
研
究
論
文
に
は
大
谷
大
学
編
『
清
沢

満
之
全
集
』（
全
九
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二—

三
、
以
下
『
全
集
』
と
略
）
が
多
く
参
照
・
引
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
近
年
、
進
展
を
見
せ

る
清
沢
満
之
研
究
に
お
い
て
、『
全
集
』
は
清
沢
満
之
の
著
述
を
踏
ま
え
る
際
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
参
照
・
引
用

さ
れ
て
お
り
、『
全
集
』
刊
行
は
、
そ
の
研
究
推
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

『
全
集
』
編
集
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
本
学
真
宗
総
合
研
究
所
（
以
下
、
研
究
所
と
略
）
の
清
沢
満
之
研
究
班
は
、
一
九
八
一
年
度
の
研

究
所
開
所
か
ら
十
年
を
経
た
、
一
九
九
一
年
度
に
発
足
し
て
い
る
。
一
九
九
三
年
度
に
当
時
の
研
究
代
表
者
で
あ
っ
た
安
冨
信
哉
教
授
に
よ

っ
て
『
全
集
』
刊
行
へ
の
本
格
的
な
提
言
が
な
さ
れ
て
以
降
、
二
〇
〇
二
年
四
月
の
響
流
館
開
館
に
先
ん
じ
て
同
年
二
月
に
響
流
館
内
の
研

究
所
に
実
務
の
場
を
移
す
ま
で
の
十
年
間
を
含
め
、
地
道
な
文
献
収
集
と
翻
刻
・
校
正
、
掲
載
基
準
に
関
す
る
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
刊
行
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に
際
し
て
は
編
集
委
員
十
一
名
、
編
集
実
務
担
当
教
員
二
十
七
名
、
研
究
補
助
員
四
名
と
い
う
全
学
的
な
体
制
が
と
ら
れ
た
が
、
刊
行
が
実

現
し
た
の
は
そ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
み
で
は
な
く
、
研
究
班
発
足
当
時
か
ら
の
研
究
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
研
究
員
、
研
究
補
助
員
と
研
究

補
助
者
（
数
十
名
）
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
て
お
き
た
い
。『
全
集
』
は
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
八
日
に
第
一
巻
が
刊

行
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
七
月
二
九
日
に
第
九
巻
の
刊
行
を
終
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
二
〇
一
四
年
度
よ
り
活
動
を
再
開
し
た
研
究
所
の
清
沢
満
之
研
究
班
は
、
清
沢
満
之
研
究
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
、『
全
集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
新
出
の
清
沢
満
之
著
述
群
を
収
録
し
た
『
全
集
』
別
巻
の
刊
行
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
刊
行
に
向
け
て

は
、
本
学
編
『
全
集
』
が
有
す
る
文
献
掲
載
基
準
や
編
集
方
針
な
ど
の
特
質
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
報
告
で
は

『
全
集
』
編
集
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
、
編
集
方
針
が
定
め
ら
れ
た
の
か
、
ま
ず
は
そ
の
経
緯
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い1
。

一

　

本
学
研
究
所
に
正
式
に
清
沢
満
之
研
究
班
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
は
一
九
九
一
年
度
で
あ
る
（
研
究
代
表
者
神
戸
和
麿
教
授
）。
当
初
は
清
沢

満
之
の
「
信
仰
」「
思
想
」「
実
践
」「
資
料
（
清
沢
満
之
に
関
す
る
研
究
）」
を
四
つ
の
柱
と
す
る
研
究
班
で
あ
っ
た
。
ま
だ
、
こ
の
段
階
で
は

『
全
集
』
の
編
纂
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
研
究
班
に
と
っ
て
一
つ
の
転
機
と
な
る
の
は
、
安
冨
信
哉
が
研
究
代
表
者
と
な
る
一
九
九
三

年
度
で
あ
っ
た
。
安
冨
は
、
清
沢
満
之
に
関
す
る
研
究
が
「
思
想
背
景
に
つ
い
て
の
厳
密
な
資
料
検
討
」
や
「
十
分
な
思
想
的
読
み
」
を
通

し
て
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、『
清
沢
満
之
全
集
』（
法
藏
館
、
以
下
、
法
藏
館
『
全
集
』
と
略
）
が
絶
版
に
な
っ
て
お
り
、
研
究
者
の

お
か
れ
る
状
況
が
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
多
方
面
か
ら
の
清
沢
研
究
に
耐
え
う
る
基
礎
資
料
を
提
供
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
満
之
を
学
祖
と
仰
ぐ
本
学
の
使
命
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（『
所
報
』
第
二
九
号
・
四
頁
）。
つ
ま
り
、
満
之
の

思
想
的
課
題
を
究
明
し
て
い
く
に
は
、
既
存
の
研
究
成
果
を
収
集
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
じ
る
よ
う
な
研
究
で
は
、
当
然
不
十
分
で
あ
り
、

思
想
的
背
景
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
に
信
頼
で
き
る
テ
キ
ス
ト
の
作
成
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
指
摘
を
受
け
て
、『
全
集
』
刊
行
が
大
谷
大
学
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
言
及
さ
れ
た
の
は
一
九
九
五
年
度
で
あ

っ
た
。『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』（
以
下
、『
研
究
紀
要
』
と
略
）N

o. ₁₃

（
一
九
九
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
清
沢
満
之

『
精
神
界
』
所
載
論
文
校
訂
集
」（
代
表
者　

安
冨
信
哉
）
で
は
、『
精
神
界
』（
明
治
三
十
四
年
〜
明
治
三
十
六
年
）
を
底
本
、
法
藏
館
『
全
集
』

を
対
校
本
と
す
る
校
訂
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
校
訂
作
業
で
は
、「
精
神
主
義
」（『
精
神
界
』
創
刊
号
巻
頭
掲
載
論
文
）「
他
力
の
救

済
」（『
精
神
界
』
第
三
巻
・
第
五
号
掲
載
）「
咯
血
し
た
る
肺
病
人
に
あ
た
ふ
る
の
書
」（『
精
神
界
』
第
三
巻
・
第
四
号
）「
宗
教
的
道
徳
（
俗
諦
）
と

普
通
道
徳
と
の
交
渉
」（『
精
神
界
』
第
三
巻
・
第
五
号
）「
我
信
念
」（『
精
神
界
』
第
三
巻
・
第
六
号
）
の
五
篇
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

「
精
神
主
義
」
に
つ
い
て
は
清
濁
点
も
含
め
る
と
、
九
十
六
箇
所
に
及
ぶ
相
違
が
見
ら
れ
た
。
文
字
の
変
更
や
文
章
の
改
編
は
十
七
ヶ
所
で

あ
る
。
そ
の
他
の
論
稿
で
も
同
様
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
特
に
「
咯
血
し
た
る
肺
病
人
に
あ
た
ふ
る
の
書
」
に
つ
い
て
は

二
十
八
文
字
の
脱
文
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
藏
館
『
全
集
』
は
原
文
を
改
め
る
改
訂
基
準
が
不
明
瞭
で
あ
る
な
ど
種
々
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
、
研
究
に
堪
え
う
る
テ
キ
ス
ト
と
は
言
い
得
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る2
。

　

法
藏
館
『
全
集
』
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
研
究
班
の
活
動
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
一
九
九
五
年
、
久
木
幸
男
著
『
検
証　

清
沢
満
之

批
判
』（
法
藏
館
）
に
お
い
て
、
法
藏
館
『
全
集
』
未
収
録
の
二
三
篇
の
文
献
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
た
。
氏
の
著
書
の
目
的
は
、
清
沢
満

之
に
対
す
る
批
判
を
検
証
し
応
答
す
る
こ
と
に
あ
り
、
未
収
録
文
献
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

本
学
の
『
全
集
』
編
集
・
刊
行
上
、
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
一
九
九
六
年
十
月
二
十
二
日
、
久
木
幸
男
氏
を
お
招
き
し
て
の
研
究
会

を
開
催
し
て
い
る3
。
こ
の
講
演
で
、
久
木
氏
が
す
で
に
入
手
し
て
い
る
二
三
篇
に
及
ぶ
未
収
録
文
献
の
他
に
も
、
法
藏
館
『
全
集
』
未
収
録

の
文
献
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
（
当
時4
）。

　

法
藏
館
『
全
集
』
の
問
題
、
久
木
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
、『
全
集
』
編
集
の
充
実
を
期
す
た
め
、
一
九
九
八
年
度
か
ら
は
、

①
全
集
編
集
の
研
究

　
ａ
．
全
集
の
基
本
構
想
案
の
作
成
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ｂ
．
電
子
出
版
に
関
す
る
研
究

②
資
料
の
調
査
研
究

　
ａ
．
西
方
寺
を
中
心
と
す
る
資
料
の
調
査
お
よ
び
整
理

　

ｂ
．
資
料
の
対
校
作
業 

（『
所
報
』
三
六
号
・
四
頁
）

の
二
点
を
柱
と
し
、『
全
集
』
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
自
筆
原
稿
の
調
査
を
最
優
先
に
進
め
、
西
方
寺
（
愛
知
県
碧
南
市
）

の
全
面
協
力
を
得
て
同
寺
所
蔵
の
自
筆
原
稿
を
確
認
す
る
作
業
が
本
格
的
に
始
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
法
藏
館
『
全
集
』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
随
想
・
日
記
・
書
簡
で
西
方
寺
所
蔵
で
は
な
い
資
料
が
あ
る
こ
と
、
新
た
な
未
公
開
資
料
と
し
て
満
之
の
大
学
時
代
の
自

筆
ノ
ー
ト
数
十
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る5
。
以
降
、『
全
集
』
は
「
底
本
を
明
確
に
し
、
忠
実
な
翻
刻
を
目
指
す
。」

と
い
う
編
集
方
針
が
示
さ
れ
、
西
方
寺
所
蔵
自
筆
原
稿
の
影
印
（
総
コ
マ
数
７
０
０
０
枚
、
₃₆
枚
撮
り
フ
ィ
ル
ム
２
１
０
本
）
を
も
と
に
、
編
集
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。「
随
筆
」「
日
記
」
は
も
と
よ
り
、「
ノ
ー
ト
類
」
は
未
公
開
の
膨
大
な
文
献
が
発
見
さ
れ
、
清
沢
研
究
の
新
た
な
一

面
を
開
く
と
と
も
に
、
当
時
の
帝
国
大
学
の
授
業
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
所
報
』
三
八

号
・
一
六
頁
）。
以
降
、
編
集
委
員
会
が
決
定
し
た
「
編
集
方
針
」
に
従
っ
て
、『
全
集
』
に
収
録
す
る
満
之
の
全
著
述
に
つ
い
て
依
拠
本
（
底

本
を
『
全
集
』
で
は
依
拠
本
と
呼
称
す
る
）
確
定
の
作
業
が
始
め
ら
れ
た
。
依
拠
本
は
自
筆
原
稿
と
掲
載
雑
誌
が
基
本
で
あ
る
が
、
両
方
存
在
す

る
場
合
、
い
ず
れ
を
満
之
が
確
定
稿
と
考
え
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
未
入
手
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
既
刊
全
集
の
三
巻

本
『
清
沢
全
集
』（
無
我
山
房
）、
六
巻
本
『
清
沢
満
之
全
集
』（
有
光
社
）、
八
巻
本
法
藏
館
『
全
集
』
の
い
ず
れ
が
最
も
原
本
に
近
い
と
思
わ

れ
る
か
で
依
拠
本
を
確
定
す
る
等
の
作
業
を
全
て
の
満
之
の
著
述
に
つ
い
て
行
っ
た
。
こ
の
作
業
が
最
も
難
行
を
極
め
た
と
い
っ
て
よ
い
。

表
記
に
つ
い
て
は
依
拠
本
に
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
、
注
、
解
題
、
解
説
を
付
す
こ
と
と
な
っ
た6
。

　

こ
れ
ら
の
表
記
等
に
関
す
る
「
編
集
方
針
」
で
明
文
化
し
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
全
集
』
各
巻
の
「
凡
例
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
凡

例
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
全
集
』
は
満
之
自
身
の
著
述
に
絞
っ
て
掲
載
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
満
之
の
大
学
時
代
の
ノ
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ー
ト
類
が
『
全
集
』
に
は
収
録
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
満
之
自
身
の
思
索
に
基
づ
く
著
述
と
は
言
え
な
い
と
い
う
判
断
で

掲
載
が
見
送
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学
時
代
の
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
そ
の
一
部
が
法
藏
館
『
全
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

同
様
の
箇
所
に
限
定
し
『
全
集
』
に
掲
載
す
る
こ
と
が
決
定
す
る
。

　

研
究
班
と
し
て
は
『
全
集
』
第
九
巻
刊
行
後
に
、
大
学
時
代
の
ノ
ー
ト
を
続
け
て
編
集
刊
行
す
る
と
い
う
共
通
の
理
解
を
も
っ
て
い
た
が
、

そ
の
刊
行
は
現
在
の
と
こ
ろ
実
現
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
現
在
も
未
公
開
の
も
の
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る7
。

『
全
集
』
に
は
、
久
木
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
二
三
篇
の
新
資
料
の
他
、
研
究
班
で
収
集
し
た
文
献
を
併
せ
、
九
〇
篇
以
上
に
及
ぶ
新
資
料

を
収
録
し
て
い
る8
。
長
く
法
藏
館
『
全
集
』
に
基
づ
い
て
清
沢
満
之
の
研
究
は
な
さ
れ
て
き
た
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
法
藏
館
『
全

集
』
に
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
種
々
の
看
過
で
き
な
い
問
題
点
が
存
在
す
る
。
よ
っ
て
従
来
の
研
究
成
果
は
、
特
定
の
事
柄
に
限
ら
ず
そ
の
全

て
が
、『
全
集
』
掲
載
の
全
文
献
に
基
づ
い
て
再
検
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
、
自
筆
原
稿
や
満
之
在
世
当
時
に
出
版
さ

れ
た
書
籍
、
雑
誌
を
依
拠
本
と
し
て
翻
刻
さ
れ
た
文
献
、
さ
ら
に
新
資
料
等
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
再
検
証
す
る
際
に
新
た
な
視
点

を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
と
言
え
よ
う
。
実
際
に
『
全
集
』
刊
行
後
、
新
た
に
掲
載
さ
れ
た
文
献
や
自
筆
原
稿
に
依
拠
し
た
文
献
を
踏

ま
え
て
、
従
来
の
見
解
を
問
い
直
す
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
全
集
』
は
す
で
に
そ
の
刊
行
時
、
い
わ
ゆ
る
『
清
沢
満
之
全
集
』
の
完
成
版
で
は
な
く
、
そ
の
当
時
の
限
界
性
を
も
つ
『
全

集
』
で
あ
る
こ
と
が
、
全
巻
を
通
し
て
の
編
集
実
務
に
携
わ
っ
た
全
員
に
自
覚
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
確
認
の
上
で
、
次
の
よ
う
に
二
〇
〇
三

年
度
の
「
研
究
成
果
報
告
」
は
結
ば
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
清
沢
と
交
流
の
あ
っ
た
人
々
の
著
述
の
研
究
、
さ
ら
に
清
沢
研
究
の
進
展
に
つ
れ
て
、
再
度
、
基
礎
資
料
の
拡
充
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
本
研
究
の
収
集
し
た
資
料
や
研
究
成
果
が
活
用
さ
れ
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

 

（『
所
報
』
第
四
五
号
三
頁
）

『
全
集
』
で
は
、
執
筆
情
報
は
あ
る
が
未
発
見
の
文
献
や
、
自
筆
原
稿
や
掲
載
雑
誌
を
収
集
で
き
ず
、
既
刊
の
全
集
を
依
拠
本
と
せ
ざ
る
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を
得
な
か
っ
た
文
献
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
「
解
題
」
で
既
刊
全
集
が
も
と
に
し
た
雑
誌
等
の
情
報
に
つ
い
て
確
認
で
き

た
こ
と
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
全
集
』
が
満
之
自
身
の
著
述
を
掲
載
す
る
と
い
う
方
針
で
編
集
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
一
つ
の

問
題
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
西
方
寺
所
蔵
の
満
之
自
筆
ノ
ー
ト
で
、『
全
集
』
に
未
収
録
と
な
っ
た
文
献
の
存
在
で
あ
る
。
未
収
録
の
理
由

は
、
満
之
が
他
人
の
講
義
・
著
述
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
は
収
録
し
な
い
と
い
う
方
針
に
よ
る
。
未
収
録
文
献
は
「
清
沢
満
之
の
思
想
形
成

を
探
る
資
料
と
し
て
の
価
値
」
の
他
に
、「
帝
国
大
学
で
ど
の
よ
う
な
教
育
を
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
、
日
本
近
代
教
育
史
の
資
料
と
な
る
」

と
い
う
意
義
を
も
つ
。『
全
集
』
刊
行
後
、
大
学
時
代
の
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
翻
刻
作
業
が
継
続
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
度
に
諸
事
情
で
休

止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
後
述
す
る
が
、『
全
集
』
刊
行
を
終
え
よ
う
と
す
る
頃
に
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
第
九
巻
の
刊
行
ま
で
に
編
集
が
間
に

合
わ
ず
収
録
で
き
な
か
っ
た
文
献
も
存
在
す
る
。
本
論
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
全
集
』
刊
行
か
ら
十
五
年
を
経
て
、
清
沢
満
之
研
究
は

新
た
な
展
開
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、『
全
集
』
未
収
録
の
満
之
の
著
述
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
い
く
つ
か
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。

研
究
所
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
、
再
度
、
清
沢
満
之
研
究
班
を
立
ち
上
げ
、『
全
集
』
未
収
録
文
献
の
収
集
・
翻
刻
、
編
集
・
刊
行
に
向

け
た
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
活
動
の
中
で
、
三
ヶ
年
に
わ
た
り
、
長
徳
寺
、
求
道
会
館
、
西
方
寺
、
唯
法
寺
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
て
調
査
を
行
っ

た
。
以
下
、
そ
の
調
査
報
告
、
収
集
文
献
の
情
報
と
文
献
群
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

二

■　

調
査
報
告

１
、
清
沢
満
之
自
筆
文
献
、
及
び
満
之
講
義
の
筆
録
等

　

① 

長
徳
寺
所
蔵
文
献

　

新
潟
県
新
発
田
市
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
長
徳
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
満
之
講
義
の
筆
録
、
満
之
自
筆
書
簡
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
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文
献
は
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
（
以
下
、
教
学
研
究
所
と
略
）
が
刊
行
し
て
い
る
『
関
根
仁
応
日
誌
』（
全
八
巻
）
の
調
査
の
際
に
確
認
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
藤
原
正
寿
研
究
員
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
二
〇
一
四
年
六
月
二
七
日
（
金
）
二
八
日
（
土
）

に
予
備
調
査
を
行
い
、
同
年
七
月
一
一
日
（
金
）
か
ら
一
三
日
（
日
）
に
撮
影
を
行
っ
た
。
撮
影
に
際
し
て
は
、
す
で
に
長
徳
寺
蔵
の
資
料
を

整
理
し
て
い
た
教
学
研
究
所
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
書
簡
は
す
で
に
教
学
研
究
所
が
撮
影
済
み
で
あ
っ
た
た
め
、
本
研
究
班
で
は
「
哲

学
史
」「
近
代
史
」「
今
世
哲
学
史
」「
倫
理
学
史
」「
近
世
倫
理
学
史
」
の
講
義
録
、
五
文
献
の
撮
影
を
行
っ
た
。
内
容
は
、
従
来
の
『
全
集
』

に
収
録
済
み
の
講
義
録
と
も
、
後
述
す
る
住
田
智
見
筆
録
の
満
之
講
義
録
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
新
出
の
講
義
録
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。
書
簡
（
一
〇
篇
）
は
『
関
根
仁
応
日
誌
』（
第
八
巻
）
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

② 

求
道
会
館
所
蔵
文
献

　

東
京
都
文
京
区
本
郷
に
あ
る
求
道
会
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
清
沢
満
之
自
筆
書
簡
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
岩
田
文
昭
大
阪
教
育

大
学
教
授
を
中
心
に
行
わ
れ
た
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
「
青
年
知
識
人
の
自
己
形
成
と
宗
教—

近
角
常
観
と
そ
の
時
代
」
に
お
い
て
調
査

研
究
が
な
さ
れ
、
所
蔵
情
報
が
公
開
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
三
月
一
六
日
に
求
道
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
第
一
回　

清
沢
満
之
研
究
交
流
会
」
に
西

本
が
発
表
者
と
し
て
参
加
す
る
の
に
併
せ
て
、
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
で
は
求
道
会
館
の
近
角
真
一
氏
の
ご
了
承
を
得
て
、
ま
た
、
近
角
常

観
研
究
に
際
し
、
所
蔵
資
料
の
整
理
調
査
を
行
っ
て
い
た
岩
田
文
昭
氏
、
碧
海
寿
広
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の

ご
協
力
、
さ
ら
に
は
名
和
達
宣
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
研
究
員
（
当
時
）
の
仲
介
を
い
た
だ
い
た
。
岩
田
氏
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
当
該
書
簡
を
撮

影
済
み
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
写
真
デ
ー
タ
を
譲
り
受
け
た
。
清
沢
満
之
自
筆
書
簡
一
通
「
原
肱
千
宛
（
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
六
月
二
四

日
）」、
清
沢
満
之
宛
書
簡
「
清
沢
満
之
宛　

鈴
木
精
三
書
簡
」「
清
沢
満
之
宛　

古
田
清
子
書
簡
」「
清
沢
満
之
宛　

伏
見
研
明
書
簡
」「
清
沢

満
之
宛　

済
辺
初
相
書
簡
」「
清
沢
満
之
宛　

南
条
文
雄
書
簡
」「
清
沢
満
之
、
近
角
常
観
宛
封
筒
」「
清
沢
満
之
、
斎
藤
唯
信
宛　

近
角
常
観

書
簡
」「
清
沢
満
之
宛　

正
木
新
書
簡
」、
他
、「
山
田
喜
六
宛　

清
沢
厳
照
他
書
簡
」
の
翻
刻
を
行
っ
た
。
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③ 

西
方
寺
所
蔵
文
献

　

愛
知
県
碧
南
市
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
西
方
寺
所
蔵
の
清
沢
満
之
自
筆
書
簡
の
調
査
を
行
っ
た
。
西
方
寺
は
満
之
が
入
寺
し
た
寺
院
で
あ
り
、

従
来
よ
り
本
研
究
班
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
『
全
集
』
刊
行
に
際
し
て
清
沢
満
之
自
筆
原
稿
を
提
供

い
た
だ
い
て
い
る
。『
全
集
』
未
収
録
の
書
簡
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
情
報
を
い
た
だ
き
、
二
〇
一
五
年
九
月
二
日
に
所
蔵
資
料
の
予
備
調
査

を
行
っ
た
。
研
究
班
で
も
『
全
集
』
未
収
録
の
文
献
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
一
日
に
本
調
査
を
行
い
、
清
沢
自
筆

書
簡
四
点
と
、
句
仏
上
人
の
清
沢
宛
書
簡
三
点
等
、『
全
集
』
未
収
録
文
献
の
撮
影
を
行
っ
た
。
以
下
は
撮
影
し
た
文
献
で
あ
る
。
清
沢
満
之

自
筆
書
簡
四
通
「
原
肱
千
宛
（
明
治
三
四
年
六
月
二
四
日
付
）」「
清
沢
や
す
宛
（
明
治
二
二
年
七
月
二
二
日
付
）」「
清
沢
や
す
宛
（
明
治
二
二
年
八
月

一
〇
日
付
）」「
清
沢
厳
照
・
法
賢
宛
（
五
月
一
八
日
付
）」
清
沢
満
之
宛
書
簡
四
通
「
清
沢
や
す
書
簡
草
案
」「
大
谷
光
演
書
簡
（
二
月
二
〇
日
付
）」

「
大
谷
光
演
書
簡
（
六
月
九
日
付
）」「
大
谷
光
演
書
簡
（
一
一
月
一
二
日
付
）」、
他
、
清
沢
満
之
他
三
名
集
合
写
真
。
西
方
寺
所
蔵
文
献
の
調
査

に
つ
い
て
は
名
畑
直
日
児
嘱
託
研
究
員
（
教
学
研
究
所
所
員
）
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
。

　

④ 

唯
法
寺
所
蔵
文
献

　

愛
知
県
西
尾
市
に
あ
る
占
部
観
順
氏
自
坊
の
真
宗
大
谷
派
唯
法
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
清
沢
満
之
自
筆
文
献
等
の
資
料
調
査
を
二
〇
一
七

年
二
月
二
〇
日
に
実
施
し
た
。
唯
法
寺
に
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
九
日
に
清
沢
満
之
の
『
臘
扇
記
注
釈
』
刊
行
（
二
〇
〇
八
年
）
に
向
け
た

調
査
を
行
っ
た
際
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
占
部
観
順
氏
、
占
部
公
順
氏
、
占
部
傑
氏
の
関
係
、
生
没
年
、
行
実
等
を
教
え
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
清
沢
満
之
自
筆
書
簡
の
所
蔵
情
報
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
畑
辺
初
代
氏
が
「
近
代
大
谷
派
教
団
史
に
於

け
る
占
部
観
順
異
安
心
事
件
の
位
置
に
つ
い
て
」『
所
報
』（
第
二
二
号
・
二
〇
頁
、
一
九
八
九
年
）
に
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ
て
畑
辺
氏

が
唯
法
寺
所
蔵
文
献
を
調
査
し
た
際
に
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
唯
法
寺
で
は
清
沢
満
之
自
筆
書
簡
を
特
定
し
て
い
な
い
状
況
で
あ

っ
た
た
め
、
藤
原
、
西
本
、
荒
金
の
三
名
で
、
同
寺
所
蔵
の
諸
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。
今
回
の
調
査
範
囲
内
で
は
、
明
確
に
満
之
の
自
筆

書
簡
と
確
認
で
き
る
資
料
は
な
か
っ
た
。
こ
の
文
献
の
他
に
、
占
部
観
順
筆
の
清
沢
満
之
宛
書
簡
（
未
開
封
、
未
郵
送
）
を
発
見
し
た
た
め
、
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同
寺
住
職
の
立
ち
会
い
の
も
と
開
封
し
、
内
容
確
認
と
撮
影
を
行
っ
た
。

２
、
刊
行
物
掲
載
文
献

　

刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
満
之
の
論
稿
に
つ
い
て
は
、『
全
集
』
刊
行
時
に
執
筆
情
報
は
あ
る
も
の
の
現
存
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
文
献
が

あ
る
。

① 

論
文
名
不
明
（『
碧
海
郡
教
育
会
誌
』
に
掲
載
か
、
一
八
九
八
年
四
月
九
日
）

　
　
　
　

九
日

　

朝
晴　

漸
悪　

後
三
時
来
風
雨　

本
日
碧
海
郡
教
育
会
ニ
送
ル
ヘ
キ
漫
録
ヲ
艸
ス　

簡
ニ
シ
テ
意
ヲ
尽
サ
ス
（
時
日
切
迫
止
ム
ヲ
得
サ
ル

ナ
リ
）
殆
ン
ト
独
断
的
ニ
要
点
ヲ
略
言
セ
ル
ノ
ミ

　

夜
右
発
送
ス
碧
海
郡
教
育
会
長
村
井
高
正
氏
宛 

（「
徒
然
雑
誌　

第
一
号
」『
全
集
』
第
八
巻
・
三
〇
八
頁
）
と
の
記
述
か
ら
。

② 

「
宗
義
の
研
究
」（『
二
諦
教
報
』、
一
八
九
八
年
八
月
二
九
日
）

　
　
　
　

二
十
九
日
（
月
）
七
、
十
三
、　

本
晩
ヨ
リ
旧
盆

晴　

昨
来
二
諦
教
報
ニ
致
ス
ヘ
キ
原
稿
（
宗
義
の
研
究
）
ヲ
艸
シ
発
送
シ
了
ル

 

（「
臘
扇
記　

第
一
号
」『
全
集
』
第
八
巻
・
三
四
一
頁
）
と
の
記
述
か
ら
。

③ 

「
一
念
」（『
徳
風
雑
誌
』
小
山
村
敬
専
寺
三
為
会
、
一
八
九
八
年
九
月
四
日
）

　
　
　
　

四
日
（
日
）
十
九
日

　

㋫
野
々
山
照
界
氏
小
山
三
為
会
大
会
演
説
筆
記
ヲ
徳
風
＼
雑
誌
ニ
投
与
云
々
 

（「
臘
扇
記　

第
一
号
」『
全
集
』
第
八
巻
・
三
四
四
頁
）
と
の
記
述
か
ら
。
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④ 

論
文
名
不
明
（
草
間
〔
関
根
〕
仁
応
宛
書
簡
、
一
八
九
八
年
一
〇
月
一
〇
日
）

 
『
二
諦
教
報
』
上
の
臘
扇
は
、
小
生
に
候
間
（
次
号
に
は
清
沢
と
署
名
可
致
候
）、
御
間
隙
に
該
紙
上
宗
義
研
究
の
論
文
御
覧
置
被
下
度
候
。

不
備
。 

（『
全
集
』
第
九
巻
・
一
七
七
頁
）
と
の
記
述
か
ら
。
②
「
宗
義
の
研
究
」
と
同
一
か
。

⑤  

「
啓
成
の
源
基
」（『
京
都
府
教
育
会
雑
誌
』、『
教
育
時
論
』
二
一
二
、
一
八
九
一
年
三
月
五
日
に
、
京
都
府
教
育
会
総
集
会
（
二
月
八
日
）
で
の
徳
永
満

之
演
説
「
啓
成
の
源
基
」
の
記
事
有
り
）

　

こ
れ
ら
の
中
で
⑤
を
二
〇
一
四
年
七
月
三
一
日
に
西
本
が
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
て
入
手
し
た
。
そ
れ
以
外
は
未
収
集
で
あ
る
。

　

ま
た
、
近
年
の
近
代
仏
教
史
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、『
全
集
』
未
掲
載
の
論
稿
が
研
究
者
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
六
月
四
日
の
近
代
日
本
仏
教
史
研
究
会
に
お
け
る
星
野
靖
二
氏
（
國
學
院
大
學
）
の
発
表
「『
経
世
博
議
』
と
中
西
牛
郎
」
で

は
、
中
西
牛
郎
が
主
筆
を
務
め
た
『
経
世
博
議
』
に
満
之
の
論
稿
四
篇
（「
学
問
と
宗
教
と
の
関
係
」「
転
化
の
観
念
」「
調
和
論
」「
精
神
的
三
要
」）

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
三
篇
が
『
全
集
』
未
収
録
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。
中
西
は
、
清
沢
満
之
が
活
躍
す
る
以
前
の
明
治
仏
教
界
を
牽
引

し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
一
時
期
、
渥
美
契
縁
の
要
請
に
よ
り
真
宗
大
谷
派
が
刊
行
す
る
『
常
葉
』
の
主
筆
も
つ
と
め
て
お
り
、
満
之
等

に
よ
る
宗
門
改
革
運
動
を
批
判
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
満
之
と
中
西
の
直
接
的
な
関
係
に
つ
い

て
は
不
明
な
点
も
多
く
、
満
之
の
日
記
・
書
簡
や
周
囲
の
人
物
に
よ
る
追
憶
等
に
中
西
の
名
前
や
『
経
世
博
議
』
の
書
名
は
見
え
る
も
の
の
、

満
之
が
『
経
世
博
議
』
に
論
稿
を
寄
せ
た
と
い
う
明
確
な
記
述
は
な
く
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。『
全
集
』
別
巻
刊
行
に
向
け
て
は
、『
経

世
博
議
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
献
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
解
題
・
解
説
の
作
成
に
向
け
て
も
、
中
西
と
『
経
世
博
議
』
に
つ
い
て
確

か
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
二
〇
一
七
年
二
月
二
三
日
に
星
野
氏
を
お
招
き
し
て
研
究
会
を
開
催
し
た
。
詳
し
く
は
本
『
研
究
紀
要
』

所
収
の
星
野
靖
二
「「
新
仏
教
」
の
ゆ
く
え
─
中
西
牛
郎
を
焦
点
と
し
て
」
を
ご
参
照
頂
き
た
い
。
星
野
氏
に
は
『
経
世
博
議
』
全
号
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
提
供
い
た
だ
い
た
。

　

親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
長
谷
川
琢
哉
氏
が
「『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
再
考
─
「
前
期
」
清
沢
満
之
に
お
け
る
哲
学
と
信
仰
─
」
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『
現
代
と
親
鸞
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
、
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
）
で
、「
仏
教
興
起
」『
全
集
』
第
六
巻
（
一
八
九
八
年
六
月
一
五

日
発
行
『
布
教
文
庫
第
十
二
編　

名
家
仏
教
演
説
集
』（
鴻
盟
社
）
を
依
拠
本
と
し
て
掲
載
）
に
つ
い
て
、
一
八
九
二
年
五
月
一
五
日
の
「
三
校
連
合
仏

教
大
演
説
会
」
に
お
け
る
演
説
の
筆
録
で
あ
り
、
同
年
六
月
発
行
の
『
伝
道
会
雑
誌
』
第
五
巻
第
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
初
出
文
献
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。『
全
集
』
編
集
方
針
で
は
、
満
之
存
命
中
に
満
之
が
最
終
確
定
稿
と
し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
を

依
拠
本
に
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
『
全
集
』
収
録
の
依
拠
本
に
変
更
は
な
い
が
、
初
出
と
考
え
ら
れ
る
文
献
が
見
出
さ
れ
た

こ
と
で
、「
文
学
士　

徳
永
満
之
」
と
記
名
さ
れ
る
問
題
と
執
筆
年
次
の
確
定
等
に
も
意
義
を
も
つ
報
告
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
文
献
群
以
外
に
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
山
形
県
長
井
市
法
讃
寺
蔵
の
清
沢
満
之
自
筆
書
簡
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
か
つ

て
、
松
原
祐
善
本
学
元
学
長
が
「
清
沢
先
生
と
同
朋
会
運
動
」『
中
道
』（
第
八
〇
号
、
清
沢
満
之
臘
扇
忌
記
念
号
三
六
頁
、
中
道
社
、
昭
和
四
四
年

六
月
一
日
）
に
お
い
て
、
法
讃
寺
所
蔵
の
清
沢
満
之
自
筆
書
簡
を
も
と
に
、
満
之
に
お
け
る
宗
門
革
新
運
動
の
意
義
を
論
じ
て
お
り
、
同
寺
に

自
筆
書
簡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
〇
日
に
刊
行
さ
れ
た
森
岡
清
美
著
『
真
宗
大
谷
派

の
革
新
運
動—

白
川
党
・
井
上
豊
忠
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
』（
吉
川
弘
文
館
）
で
は
、
井
上
豊
忠
宛
清
沢
満
之
自
筆
書
簡
（
法
讃
寺
蔵
）
に
基

づ
く
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
全
集
』
は
法
藏
館
『
全
集
』
を
依
拠
本
と
し
て
掲
載
し
て
お
り
、
自
筆
原
稿
は
未
確
認
で
あ
っ
た
。
森
岡
著

で
は
法
藏
館
『
全
集
』
の
空
白
部
分
も
文
字
起
こ
し
が
な
さ
れ
て
お
り
、
文
字
が
相
違
す
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
森
岡
氏
に
当
該
書
簡
の
撮

影
デ
ー
タ
の
ご
提
供
を
お
願
い
し
、
ご
快
諾
い
た
だ
き
譲
り
う
け
た
。
氏
に
よ
れ
ば
『
全
集
』
未
収
録
の
書
簡
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

収
集
が
研
究
班
最
終
年
度
末
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
翻
刻
、
精
査
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
名
和
達
宣
教
学
研
究
所
研

究
員
に
は
法
讃
寺
所
蔵
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
森
岡
氏
と
の
仲
介
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

以
上
、
新
出
の
清
沢
満
之
著
述
群
は
、
百
武
涼
子
、
工
藤
克
洋
両
氏
が
翻
刻
、
校
正
を
行
っ
て
い
る
。

　

先
に
も
触
れ
た
が
、『
全
集
』
刊
行
後
、
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
の
研
究
班
の
活
動
に
お
い
て
も
、『
全
集
』
未
収
録
の
新
出
清
沢
満
之
著
述

が
収
集
・
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
き
た
い
。
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① 

祐
誓
寺
蔵
住
田
智
見
筆
録
徳
永
満
之
講
義

　

愛
知
県
名
古
屋
市
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
祐
誓
寺
所
蔵
の
住
田
智
見
筆
録
の
満
之
講
義
ノ
ー
ト
「
宗
教
哲
学
」「
古
代
哲
学
史
」「
近
世
哲
学

史
」「
論
理
学
講
義
」「
心
理
学
講
義
」
五
冊
が
二
〇
〇
三
年
二
月
一
四
日
と
同
年
五
月
九
日
の
調
査
時
に
確
認
さ
れ
た
。
借
用
を
お
願
い
し
、

同
年
六
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
『
全
集
』
編
纂
委
員
会
に
て
今
後
の
出
版
・
研
究
を
検
討
し
た
資
料
で
あ
る
。
同
年
七
月
二
四
日
に
研
究
所

内
で
撮
影
を
行
っ
た
。「
宗
教
哲
学
」
は
、『
全
集
』
第
一
巻
に
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
依
拠
本
と
し
て

収
録
済
み
で
あ
る
。
他
の
四
文
献
も
『
全
集
』
へ
の
収
録
基
準
を
充
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。「
古
代
哲
学
史
」「
近
世
哲
学

史
」
は
、『
全
集
』
第
五
巻
口
絵
写
真
と
し
て
掲
載
し
、
同
巻
「
解
題
」（
四
三
五
頁
）
で
も
言
及
し
て
お
り
、
文
献
の
存
在
は
公
表
済
み
で
あ
る
。

三

■
収
集
文
献
の
情
報

　

清
沢
満
之
研
究
班
で
は
『
全
集
』
刊
行
後
、
新
た
に
満
之
著
述
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
三
八
点
の
文
献
を
確
認
し
て
い
る
（
二
〇
一
七
年

三
月
末
現
在
）。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、『
全
集
』
掲
載
基
準
を
満
た
す
か
否
か
の
精
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三
三
文
献
が
掲
載
基
準
を
満
た

す
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
検
討
を
順
次
始
め
て
い
る
。
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

別
表
Ⅰ

通
番

題

記　

名

依
拠
本

所　

蔵

依
拠
本
に
よ
る
執
筆
年
情
報

掲
載
欄

備　
　

考

１

「
哲
学
史
講
義
」

「
愛
知
県　

住
田
智

見
」「
文
学
士　

徳

永
満
之
氏
述
」「
住

田
智
見
記
」

住
田
智
見
筆
録

祐
誓
寺
蔵

１
８
８
９
（
明
治
₂₂
）
年

₁₀
月
１
日
〜
１
８
９
０

（
明
治
₂₃
）
年
６
月
₂₇
日

か

外
題
に
「
古
代
哲
学
史
」
と
あ
る
講
義
ノ
ー
ト

に
収
録
。
真
宗
大
学
寮
に
お
け
る
講
義
録
。
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２

「
中
古
哲
学
史
」

「
文
学
士　

徳
永
満

之
述
」「
本
科
第
二

年
級　

住
田
智
見

録
」

住
田
智
見
筆
録

祐
誓
寺
蔵

１
８
９
０
（
明
治
₂₃
）
年

９
月
₂₀
日
〜
１
８
９
１

（
明
治
₂₄
）
年
１
月
₂₇
日

外
題
に
「
古
代
哲
学
史
」
と
あ
る
講
義
ノ
ー
ト

に
収
録
。
真
宗
大
学
寮
に
お
け
る
講
義
録
。

３

「
近
世
哲
学
史
」

「
住
田
智
見　

録
」

「
文
学
士
徳
永
満
之　

口
授
」

住
田
智
見
筆
録

祐
誓
寺
蔵

１
８
９
１
（
明
治
₂₄
）
年

２
月
上
旬
〜
１
８
９
２

（
明
治
₂₅
）
年
６
月
₂₉
日

真
宗
大
学
寮
に
お
け
る
講
義
録
。

４

「
心
理
学
講
義
」

「
専
門
別
科
第
三
年　

住
田
智
見　

記
」

「
京
都
尋
常
中
学
校

長　

文
学
士
述
」

住
田
智
見
筆
録

祐
誓
寺
蔵

１
８
８
９
（
明
治
₂₂
）
年

５
月
₁₄
日
〜
１
８
８
９

（
明
治
₂₂
）
年
₁₂
月
₁₄
日

真
宗
大
学
寮
に
お
け
る
講
義
録
。
専
門
別
科
第

３
年
対
象
の
講
義
か
。

５

「
論
理
学
」

「
於
真
宗
大
学
寮
専

門
別
科　

住
田
智
見　

記
」「
文
学
士　

徳

永
氏
述
」

住
田
智
見
筆
録

祐
誓
寺
蔵

１
８
８
８
（
明
治
₂₁
）
年

₁₀
月
₂₃
日
〜
１
８
８
９

（
明
治
₂₂
）
年
４
月
₂₇
日

外
題
に
「
論
理
学
講
義
」
と
あ
る
講
義
ノ
ー
ト

に
収
録
。
十
六
回
の
講
義
。
真
宗
大
学
寮
に
お

け
る
講
義
録
。
専
門
別
科
第
３
年
対
象
の
講
義

か
。

６

「
哲
学
史
」

徳
永
満
之
文
学
士
述

関
根
仁
応
筆
録

長
徳
寺
蔵

な
し

真
宗
大
学
寮
に
お
け
る
講
義
録
。

７

「
近
代
史
」

徳
永
師

関
根
仁
応
筆
録

長
徳
寺
蔵

な
し

真
宗
大
学
寮
に
お
け
る
講
義
録
。

８

「
今
世
哲
学
史
」

徳
永
師

関
根
仁
応
筆
録

長
徳
寺
蔵

な
し

真
宗
大
学
寮
に
お
け
る
講
義
録
。

９

「
倫
理
学
史
」

関
根
仁
応
筆
録

長
徳
寺
蔵

１
８
９
３
（
明
治
₂₆
）
年

１
月
₁₁
日
〜
同
年
内
に
講

了

真
宗
大
学
寮
に
お
け
る
講
義
録
。
専
門
本
科
第

２
年
対
象
の
講
義
か
。

₁₀

「
近
世
倫
理
学
史
」

関
根
仁
応
筆
録

長
徳
寺
蔵

満
之
の
真
宗
大
学
寮
に
お
け
る
講
義
録
。

₁₁

T
he Skeleton of 

A
 

Philoso-phy 
of Religion. 

（
草

稿
）

清
沢
満
之
自
筆
原
稿

西
方
寺
蔵

『
全
集
』
で
は
掲
載
が
見
送
ら
れ
た
。
野
口
善

四
郎
の
訳
を
校
閲
し
、
意
を
尽
く
さ
な
い
印
象

を
も
っ
て
い
た
満
之
が
自
ら
訳
し
た
直
し
た
こ

と
を
、
野
口
の
「
序
文
」
と
稲
葉
昌
丸
の
追
憶

（
法
藏
館
『
全
集
』
第
三
巻
・
７
０
１
頁
）
が
伝



大谷大学編『清沢満之全集』未収録の新出清沢満之著述群について

30

え
て
い
る
が
、
こ
の“Skeleton”

自
筆
原
稿
は
、

そ
の
満
之
訳
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
極
め
て
重

要
な
文
献
。
満
之
に
よ
る
翻
訳
の
過
程
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
文
献
か
。

₁₂

「
啓
成
ノ
原
基（
演

説
筆
記
）」

文
学
士　

徳
永
満
之
『
京
都
教
育
会
雑
誌
』

第
₆₃
号

同
志
社
大
学

人
文
科
学
研

究
所
蔵

１
８
９
１
（
明
治
₂₄
）
年

３
月
₂₈
日
発
行

論
説

満
之
の
講
演
の
筆
記
。「
啓
成
」
と
は
「
教
育
」、

「
原
基
」
と
は
源
、
基
礎
の
こ
と
。
当
時
、
真
宗

大
学
寮
で
教
鞭
を
と
る
満
之
の
教
育
思
想
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
文
献
。

₁₃

「
学
問
ト
宗
教
ト

ノ
関
係
」

徳
永
満
之

『
経
世
博
議
』
第
１
号

清
沢
満
之
研

究
蔵

（
星
野
靖
二

氏
提
供
）

１
８
９
０
（
明
治
₂₃
）
年

₁₁
月
₂₀
日
発
行

寄
書

満
之
が
真
宗
大
学
寮
で
「
宗
教
哲
学
」
を
講
じ

て
い
た
こ
ろ
の
論
稿
。『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
第

一
章
「
宗
教
と
学
問
」
と
の
関
連
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
か
。

₁₄

「
転
化
の
観
念
」

徳
永
満
之

『
経
世
博
議
』
第
６
号
、

第
８
号

清
沢
満
之
研

究
蔵

（
星
野
靖
二

氏
提
供
）

１
８
９
１
（
明
治
₂₄
）
年

４
月
₂₈
日
発
行

１
８
９
１
（
明
治
₂₄
）
年

８
月
₂₅
日
発
行

論
説

満
之
が
真
宗
大
学
寮
で
「
宗
教
哲
学
」
を
講
じ

て
い
た
こ
ろ
の
論
稿
。『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
第

四
章
「
転
化
論
」
と
の
関
連
を
窺
う
こ
と
が
で

き
る
か
。

₁₅

「
精
神
的
三
要
」

徳
永
満
之

『
経
世
博
議
』
第
₂₄
号

清
沢
満
之
研

究
蔵

（
星
野
靖
二

氏
提
供
）

１
８
９
２
（
明
治
₂₅
）
年

₁₂
月
₂₁
日
発
行

特
別

寄
書

₁₆

清
沢
や
す
宛

「
書
簡
」

「
徳
永
満
之
」

清
沢
満
之
自
筆
原
稿

西
方
寺
蔵

１
８
９
９
（
明
治
₂₂
）
年

７
月
₂₂
日

消
印
よ
り
明
治
₂₂
年
。

₁₇

清
沢
や
す
宛

「
書
簡
」

「
徳
永
満
之
」

清
沢
満
之
自
筆
原
稿

西
方
寺
蔵

１
８
９
９
（
明
治
₂₂
）
年

８
月
₁₀
日

消
印
よ
り
明
治
₂₂
年
。

₁₈

原
肱
千
宛

「
書
簡
」

「
清
沢
満
之
」「
満
之
」
清
沢
満
之
自
筆
原
稿

西
方
寺
蔵

１
９
０
１
（
明
治
₃₄
）
年

６
月
₂₄
日

消
印
よ
り
明
治
₃₄
年
。
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₁₉

暁
烏
敏
宛

「
書
簡
」

「
満
之
」

『
暁
烏
敏
全
集
』
第
₂₁

巻
・
２
４
４
頁

清
沢
満
之
研

究
蔵

１
９
０
１
（
明
治
₃₄
）
₁₂

月
₁₉
日

〔
東
京
市
本
郷
区
森
川
町
一
ノ
二
四
一
浩
々
洞

暁
烏
敏
宛
・
愛
知
県
大
浜
清
沢
満
之
よ
り
・

封
・
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
九
日
〕
と
あ
る
。

『
資
料
清
沢
満
之
（
資
料
篇
）』「
浩
々
洞
と
『
精

神
界
』」
に
も
収
録
。

₂₀

原
子
肱
千
宛

「
書
簡
」

「
清
沢
満
之
」

清
沢
満
之
自
筆
原
稿

求
道
会
館
蔵

１
９
０
２
（
明
治
₃₅
）
年

１
月
８
日

消
印
〔
明
治
〕
₃₅
年
１
月
₁₀
日
。

₃₀～₂₁

関
根
仁
応
宛

「
書
簡
」
₁₀
通

『
関
根
仁
応
日
誌
』

第
八
巻
（
教
学
研
究

所
）
参
照
。

『
関
根
仁
応
日
誌
』
第

八
巻
（
教
学
研
究
所
）

長
徳
寺
蔵

『
関
根
仁
応
日
誌
』
第
八

巻
（
教
学
研
究
所
）
参
照

₃₁

赤
堀
孝
太
郎
宛

「
書
簡
」

「
清
沢
満
之
」

清
沢
満
之
自
筆
原
稿

清
沢
満
之
研

究
班
に
影
印

を
所
蔵

年
不
明
。
依
拠
本
に
「
六
月
廿
六
日
」（
書
簡
本

文
）、「
三
月
十
七
日
」（
封
筒
裏
）
と
あ
る
。

₃₂

清
川
円
誠
宛

「
書
簡
」

「
満
之
」

清
沢
満
之
自
筆
原
稿

清
沢
満
之
研

究
班
に
影
印

を
所
蔵

３
月
₁₁
日

年
不
明
。

₃₃

清
沢
厳
照
、
法
賢

宛
「
書
簡
」

「
満
之
」

清
沢
満
之
自
筆
原
稿

西
方
寺
蔵

５
月
₁₈
日

年
不
明
。

₃₄

「
理
ト
信
」

清
沢
満
之
自
筆
原
稿

大
谷
大
学
図

書
館
蔵

色
紙
に
表
装
さ
れ
た
も
の
。『
全
集
』
第
２
巻

２
５
３
頁
に
法
藏
館
『
全
集
』
第
４
巻
を
依
拠

本
と
し
て
収
録
。

₃₅

「〔
仏
〕」

清
沢
満
之
自
筆
原
稿

大
谷
大
学
図

書
館
蔵

『
全
集
』
第
２
巻
２
１
９
頁
に
法
藏
館
『
全
集
』

第
３
巻
を
依
拠
本
と
し
て
収
録
。

₃₆

「
調
和
論
」

徳
永
満
之

『
経
世
博
議
』
第
₁₄
号

清
沢
満
之
研

究
蔵

（
星
野
靖
二

氏
提
供
）

１
８
９
２
（
明
治
₂₅
）
年

２
月
₂₀
日
発
行

論
説

『
全
集
』
第
２
巻
₃₃
頁
所
収
の
「〔
調
和
論
〕」
と

同
内
容
で
あ
る
が
、
加
筆
修
正
が
見
ら
れ
る
。

『
全
集
』
は
自
筆
原
稿
を
依
拠
本
と
し
て
い
る
が
、

解
題
で
は
法
藏
館
『
全
集
』
を
踏
襲
し
て
執
筆
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時
期
を
「
明
治
二
十
八
年
一
月
」
と
記
す
。
満

之
が
真
宗
大
学
寮
で
「
宗
教
哲
学
」
を
講
じ
て

い
た
こ
ろ
の
論
稿
。『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
第
二

章
「
有
限
無
限
」
他
と
の
関
連
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
か
。

₃₇

大
学
第
四
年
度
ノ

ー
ト
「
心
」

清
沢
満
之
自
筆
原
稿

西
方
寺
蔵

『
全
集
』
第
４
巻
１
６
１
頁
に
法
藏
館
『
全
集
』

第
１
巻
を
依
拠
本
と
し
て
収
録
。

₃₈

浩
々
洞
宛

「
書
簡
」

「
清
沢
満
之
」「
臘
扇
」
清
沢
満
之
自
筆
原
稿

清
沢
満
之
研

究
班
に
影
印

を
所
蔵

１
９
０
３
（
明
治
₃₆
）
年

１
月
２
日
。

『
全
集
』
第
９
巻
２
９
９
頁
に
法
藏
館
『
全
集
』

第
８
巻
を
依
拠
本
と
し
て
収
録
。「
明
治
癸
卯

元
旦
」「
一
月
二
日
」

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
１
か
ら
₃₃
ま
で
は
新
出
文
献
で
あ
り
、
掲
載
基
準
を
充
た
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
₃₄
〜
₃₈
ま
で
は
『
全
集
』
収
録
済

み
文
献
の
自
筆
原
稿
で
あ
る
。

　

満
之
が
真
宗
大
学
寮
で
「
西
洋
哲
学
史
」
と
「
宗
教
哲
学
」
を
講
じ
た
こ
と
は
従
来
の
研
究
で
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
住
田
、
関
根

両
氏
の
筆
録
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
以
外
の
講
義
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
従
来
公
開
さ
れ
て
い
る
西
洋
哲
学
史
の
講

義
で
は
語
ら
れ
て
い
な
い
時
期
の
哲
学
者
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
満
之
の
思
想
研
究
の
面
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な

く
、
教
育
者
と
し
て
の
側
面
に
も
重
要
な
意
義
を
も
つ
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。“T

he Skeleton of A
 Philosophy of Religion.”

（
草
稿
）
は
、『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
英
訳
の
際
、
野
口
善
四
郎
の
訳
を
満
之
が
訳
し
直
し
た
と
、
野
口
序
文
と
稲
葉
昌
丸
の
追
憶
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
度
、
そ
の
満
之
訳
の
可
能
性
が
あ
る
文
献
を
西
方
寺
蔵
文
献
群
の
中
に
確
認
し
た
。
満
之
に
よ
る
翻
訳
過
程
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
満
之
に
お
け
る
宗
教
哲
学
を
解
明
す
る
上
で
も
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
啓
成
の
原
基
」
は
満
之
の
教
育
論
、

『
経
世
博
議
』
掲
載
の
文
献
は
宗
教
哲
学
に
関
す
る
論
稿
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
書
簡
群
は
満
之
の
生
涯
の
事
跡
に
お
い
て
不
明
な

時
期
の
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
家
族
、
友
人
等
と
の
交
流
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。



33

真宗総合研究所研究紀要　第₃₅号

お
わ
り
に

　

以
上
、
清
沢
満
之
研
究
班
で
収
集
し
た
新
出
清
沢
満
之
著
述
の
収
集
状
況
に
つ
い
て
研
究
班
の
活
動
を
追
い
な
が
ら
述
べ
て
き
た
。
こ
れ

ら
は
、
所
蔵
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
寺
院
、
研
究
者
、
さ
ら
に
は
調
査
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
寺
院
、
収
集
文
献
を
ご
提
供
い
た
だ
い

た
研
究
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
文
献
群
で
あ
る
。
本
学
編
の
『
全
集
』
刊
行
に
際
し
て
も
、
こ
こ
に
は
と

て
も
そ
の
全
て
を
詳
述
は
で
き
な
い
が
、
久
木
氏
以
外
の
研
究
者
か
ら
も
清
沢
満
之
著
述
の
情
報
を
提
供
い
た
だ
き
、
掲
載
に
至
っ
た
文
献

が
数
多
く
あ
る
。
現
在
収
集
し
て
い
る
文
献
の
う
ち
、
森
岡
氏
提
供
の
文
献
を
除
い
て
は
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
に
翻
刻
を
終
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
献
は
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
寺
院
、
研
究
者
の
願
い
に
応
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、
さ
ら
に
は
今
後
の
清
沢
満
之
研
究
の

進
展
に
向
け
て
そ
の
基
礎
資
料
の
充
実
を
は
か
る
う
え
で
も
必
ず
刊
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
清
沢
満
之
を
学
祖
と
仰
ぎ
、
そ
の

「
真
宗
大
学
開
校
の
辞
」
に
建
学
の
精
神
を
確
か
め
る
本
学
の
使
命
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

註１ 

『
全
集
』
編
集
の
経
緯
は
、
折
々
の
『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
報
』（
以
下
、『
所
報
』
と
略
）
誌
上
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
西
本
祐
攝

「
大
谷
大
学
編
『
清
沢
満
之
全
集
』
編
纂
の
背
景
と
課
題
」（『
現
代
と
親
鸞
』
第
三
三
号
、
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
の
で
詳
し
く
は
そ
ち
ら
も
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

２ 

こ
の
校
訂
の
際
に
使
用
さ
れ
た
法
藏
館
『
全
集
』
が
、
初
版
か
別
の
版
か
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
法
藏
館
『
全
集
』
は
版
に
よ
っ
て
句
読
点
等
の
欠

字
も
あ
る
の
で
、
こ
の
作
業
で
は
十
分
で
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
営
み
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
点
は
『
研
究
紀
要
』

№
₁₃
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「『
精
神
界
』
そ
れ
自
体
も
、
句
読
点
の
欠
落
や
誤
植
な
ど
資
料
と
し
て
十
分
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
」（『
研
究
紀
要
』
№
₁₃
・
九
四
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
精
神
界
』
に
限
ら
ず
他
の
文
献
掲
載
雑

誌
に
つ
い
て
も
、
そ
の
原
本
を
収
集
す
る
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
際
、
既
刊
全
集
の
文
献
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
が
多
く
の
文
献
収
集
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の
際
の
手
掛
か
り
と
な
っ
た
。

３ 

同
日
十
七
時
か
ら
、
大
谷
大
学
博
綜
館
五
階
第
五
会
議
室
に
於
い
て
、
研
究
会
テ
ー
マ
「
清
沢
全
集
編
纂
に
向
け
て
」、
講
題
「
近
代
に
お
け
る
仏
教
研

究
の
方
法
論
の
研
究—

清
沢
満
之
の
地
位
と
基
礎
資
料
の
検
討—

」
と
す
る
研
究
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

４ 
久
木
氏
が
収
集
し
た
文
献
は
法
藏
館
『
全
集
』
の
「
補
遺
」
と
し
て
出
版
さ
れ
る
計
画
が
あ
っ
た
。
久
木
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
八
年
末
頃
か
ら
計
画

さ
れ
、
一
九
九
〇
年
初
め
に
は
再
校
ま
で
進
み
、
同
年
『
日
本
歴
史
』
四
月
号
に
「『
清
沢
満
之
全
集　

補
遺
』
一
万
二
千
円
」
と
い
う
広
告
が
出
さ
れ

る
。
し
か
し
、
法
藏
館
『
全
集
』
の
問
題
（
第
五
巻
所
収
、「
平
沼
専
蔵
」
論
説
の
用
語
）
が
、「
部
落
差
別
と
宗
教
」
研
究
会
で
指
摘
さ
れ
、
法
藏
館

『
全
集
』
は
絶
版
、「
補
遺
」
刊
行
も
中
止
と
な
る
。
こ
の
「
平
沼
専
蔵
」
論
説
と
は
、「
平
沼
専
蔵
と
本
願
寺
法
主
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
、
安
藤
正
純

氏
に
よ
る
論
稿
を
指
す
。
満
之
に
よ
る
論
稿
で
は
な
い
が
、
法
藏
館
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、『
清
沢
満
之
全
集
』
に
お
け
る
差
別
用
語

問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
差
別
用
語
を
含
む
論
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
藏
館
は
絶
版
と
い
う
判
断
を
下
さ
れ
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
「
補
遺
」
の
刊
行
も
中
止
と
な
っ
て
い
る
。

５ 

こ
れ
ら
の
文
献
の
資
料
保
存
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
年
、
九
七
年
度
か
ら
の
西
方
寺
に
お
け
る

調
査
で
、
二
千
冊
以
上
に
の
ぼ
る
同
寺
蔵
書
の
整
理
を
終
え
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（『
所
報
』
三
六
号
・
四
頁
）。

６ 

二
〇
〇
三
年
度
の
「
研
究
成
果
報
告
」
に
「
今
回
の
全
集
編
纂
と
い
う
作
業
に
お
い
て
は
、
岩
波
書
店
の
編
集
部
と
も
協
力
し
な
が
ら
一
字
、
一
画
を

あ
い
ま
い
に
し
な
い
徹
底
し
た
作
業
に
努
め
た
。
ま
た
恣
意
的
に
テ
ク
ス
ト
を
構
成
し
た
り
、
注
、
解
題
を
作
成
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
留
意
し
た
」

（『
所
報
』
第
四
五
号
三
頁
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、「
注
」「
解
題
」
は
、
恣
意
的
に
な
る
こ
と
を
極
力
避
け
る
と
い
う
「
編
集
方
針
」
に
添
い
、
特
定

の
個
人
の
研
究
成
果
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
な
記
述
は
せ
ず
、
敢
え
て
限
定
的
な
情
報
の
提
示
に
留
め
て
い
る
。

７ 

満
之
の
大
学
時
代
に
お
け
る
文
献
は
、
満
之
独
自
の
思
索
か
、
あ
る
い
は
大
学
の
講
義
内
容
を
記
録
し
た
も
の
か
、
レ
ポ
ー
ト
等
に
ま
と
め
た
も
の
か

等
、
確
定
し
が
た
い
。
そ
の
検
証
は
今
後
の
資
料
公
開
と
研
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
清
沢
満
之
研
究
班
が
撮
影
し
、
十
年
余
り
を
か
け
て

翻
刻
・
校
正
し
た
も
の
を
活
用
す
る
形
で
、『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
哲
学
史
講
義
』（
監
修
・
解
題　

池
上
哲
司
、
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）、

『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
哲
学
史
講
義
続
』（
監
修
・
解
題　

村
山
保
史
、
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）
等
に
『
全
集
』
未
収
録
文
献
の
ご
く
一

部
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

８ 

大
谷
大
学
編
『
全
集
』
に
初
め
て
収
録
さ
れ
た
文
献
を
こ
こ
に
挙
げ
る
。
①
「
宗
教
哲
学
講
義
〔『
教
学
誌
』
所
載
〕」（
第
一
巻
）、
②
「
宗
教
哲
学
〔
真

宗
大
学
寮　

明
治
二
十
四
年
度
講
義
〕」（
第
一
巻
）、
③
「
宗
教
哲
学
初
稿
」
の
諸
篇
（
第
一
巻
）
こ
れ
は
法
藏
館
『
全
集
』
で
は
各
巻
に
分
散
し
収
録

さ
れ
て
い
た
論
稿
を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
も
の
と
し
て
収
録
。
法
藏
館
『
全
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
論
稿
も
多
数
あ
る
。
④
「
信
教
の
利
益
」（
第
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真宗総合研究所研究紀要　第₃₅号

二
巻
）、
⑤
「
西
洋
哲
学
史
試
稿
」
末
尾
「
万
有
学
者
」
末
の
文
、
及
び
「
付
篇
」（
第
四
巻
）、
⑥
「
経
験
世
界
」（
第
四
巻
）、
⑦
「〔
大
学
第
四
年
度

ノ
ー
ト
〕」「
善
悪
」
末
尾
の
文
、
⑧
「
三
誓
の
文
」（
第
六
巻
）、
⑨
「
生
死
巌
頭
」（
第
六
巻
）、
⑩
「
快
楽
」（
第
六
巻
）、
⑪
「
覚
悟
之
必
要
」（
第
六

巻
）、
⑫
「
独
立
の
精
神
」（
第
六
巻
）、
⑬
「
人
の
為
め
」（
第
六
巻
）、
⑭
「
服
従
の
美
徳
」（
第
六
巻
）、
⑮
「
内
観
主
義
」（
第
六
巻
）、
⑯
「
心
浄
け

れ
ば
世
界
浄
し
」（
第
六
巻
）、
⑰
「
倫
理
の
大
本
と
宗
教
と
の
関
係
」（
第
六
巻
）、
⑱
「
将
来
之
宗
教
」（
第
六
巻
）、
⑲
「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」（
第
六

巻
）
こ
れ
は
自
筆
原
稿
が
あ
る
が
、
掲
載
誌
『
同
志
之
友
』
が
、
満
之
生
前
の
刊
行
。
⑳
「〔
他
力
の
救
済
〕」（
第
六
巻
）『
精
神
界
』
所
載
の
自
筆
原

稿
で
あ
る
。
特
別
に
収
録
。
㉑
「
我
は
此
の
如
く
如
来
を
信
ず
（
我
信
念
）」（
第
六
巻
）『
精
神
界
』
所
載
の
自
筆
原
稿
で
あ
る
。
特
別
に
掲
載
。
㉒

『
養
病
対
話
〔
抄
〕』（
第
六
巻
）、
㉓
「
装
束
」（
第
七
巻
）、
㉔
「
第
三
高
等
中
学
仏
教
青
年
会
演
説
」（
第
七
巻
）、
㉕
「
第
三
高
等
中
学
校
仏
教
青
年

会
演
説
」〔『
伝
道
会
雑
誌
』
第
二
十
二
号
〕」（
第
七
巻
）、
㉖
「
第
三
高
等
中
学
校
仏
教
青
年
会
演
説
」〔『
伝
道
会
雑
誌
』
第
三
編
第
一
号
〕」（
第
七

巻
）、
㉗
「
第
三
高
等
中
学
校
仏
教
青
年
会
創
立
一
周
年
賀
会
演
説
摘
要
」（
第
七
巻
）、
㉘
「
仏
教
少
年
会
の
発
会
を
祝
す
」（
第
七
巻
）、
㉙
「
上
棟
式

を
祝
す
」（
第
七
巻
）、
㉚
「
三
為
の
説
」（
第
七
巻
）、
㉛
「
愛
知
教
育
会
総
集
会
ニ
於
ケ
ル
文
学
士
清
沢
満
之
君
演
説
」（
第
七
巻
）、
32
「
最
勝
之
快

楽
」（
第
七
巻
）、
33
「
宗
教
と
道
徳
」（
第
七
巻
）、
34
「
疑
を
質
す
」（
第
七
巻
）、
35
「
法
話
」（
第
七
巻
）、
36
「〔
棚
尾
橋
碑
文
〕」（
第
九
巻
）、
37

「
聖
教
抜
萃
」（
第
九
巻
）
抜
萃
典
籍
名
、
38
「
無
我
の
真
理
」（
第
九
巻
）、
39
「
書
簡
」
諸
篇
（
第
九
巻
）
書
簡
番
号
四
、
一
二
〜
一
五
、
一
九
、
二

三
〜
二
五
、
二
九
、
三
三
〜
三
七
、
四
〇
、
五
〇
、
五
三
、
六
二
、
七
一
〜
七
三
、
七
六
、
七
八
、
九
四
、
九
五
、
九
八
〜
一
〇
〇
、
一
〇
三
、
一
〇

八
、
一
一
〇
、
一
五
八
、
一
六
〇
、
一
六
五
、
一
八
五
、
二
一
六
、
二
一
七
、
二
五
四
、
二
五
五
、
二
五
七
、
二
七
一
、
二
七
五
、
二
八
九
〜
三
〇
六　

以
上
六
一
編
の
書
簡
。

【
参
考
資
料
】

　

本
稿
で
は
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
中
で
、「
啓
成
ノ
原
基
（
演
説
筆
記
）」
の
全
文
を
掲
載
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
論
稿
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）

年
三
月
二
八
日
発
行
の
『
京
都
教
育
会
雑
誌
』
第
六
三
号
「
論
説
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、「
文
学
士　

徳
永
満
之
」
の
記
名
が
あ
る
。
同
年
二
月
二
八

日
発
行
『
同
誌
』
第
六
二
号
「
附
録
」
の
「
明
治
二
十
四
年
京
都
教
育
会
総
集
会
録
事
」
に
は
「
徳
永
文
学
士
の
演
説
あ
り
了
り
て
」（「
附
録
」
二
頁
）
と

あ
り
、『
同
誌
』
同
号
「
京
都
教
育
会
総
集
会
傍
聴
筆
記
」
に
は
「
徳
永
文
学
士
演
壇
ニ
上
リ
テ
演
説
セ
ラ
ル
（
其
ノ
演
題
ハ
「
啓
成
ノ
根
基
」
ニ
シ
テ
其
筆

記
ハ
来
三
月
ノ
雑
誌
ニ
登
録
ス
ベ
シ
）」（「
附
録
」
一
九
頁
）
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
二
月
七
、
八
日
に
「
師
範
学
校
講
堂
」
で

行
わ
れ
た
明
治
二
十
四
年
京
都
教
育
会
総
集
会
の
会
期
中
、
二
月
八
日
に
行
わ
れ
た
演
説
の
筆
録
で
あ
る
。『
同
誌
』
六
三
号
の
目
次
に
は
「
啓
成
ノ
根
基　
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会
員　

文
学
士　

徳
永
満
之
」
と
あ
る
が
、
本
文
の
標
題
は
「
啓
成
ノ
原
基
」
で
あ
る
。「
啓
成
」
と
は
「
教
育
」、「
原
基
」
と
は
源
、
基
礎
を
意
味
す
る
。

当
時
、
真
宗
大
学
寮
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
満
之
の
教
育
論
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

　
　

啓
成
ノ
原
基
（
演
説
筆
記
）

 

会
員　

文
学
士　

徳
永
満
之

啓
成
ノ
原
基
ト
題
シ
テ
教
育
ノ
基
ト
云
フ
事
ヲ
申
上
ケ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
一
体
教
育
ノ
主
義
ハ
注
入
ト
カ
開
発
ト
カ
申
シ
テ
随
分
論
モ
沢
山
ア
リ
マ
ス
ガ

近
頃
ノ
評
判
デ
ハ
注
入
ハ
旧
習
ク
サ
ク
シ
テ
且
圧
制
ラ
シ
ク
開
発
ハ
新
シ
ク
シ
テ
且
自
由
ナ
リ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
ル
時
勢
ト
伺
ヒ
マ
ス　

果
シ
テ
サ
ウ
デ
ア
リ

マ
ス
乎
、
兎
に
角
私
ハ
教
育
ノ
事
ニ
関
ス
ル
主
義
ヲ
バ
定
メ
テ
述
ベ
ス
シ
テ
直
ニ
論
理
ト
カ
原
理
ト
カ
云
フ
其
一
端
ヲ
申
シ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス　

啓
成
ノ
原

基
ト
云
フ
題
ハ
昨
年
ノ
勅
語
ニ
知
能
ヲ
啓
発
シ
徳
器
ヲ
成
就
シ
ト
ア
リ
シ
中
ニ
就
二
ノ
字
ヲ
取
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
此
啓
成
ト
云
フ
ガ
所
謂
教
育
ト
云
フ
事
ニ
ナ

ラ
ウ
ト
存
ジ
マ
ス　

此
啓
成
即
知
能
ヲ
啓
キ
徳
器
ヲ
造
リ
上
ゲ
ン
ニ
ハ
一
体
注
入
主
義
ガ
良
イ
カ
開
発
主
義
ガ
良
イ
カ
教
師
ノ
方
カ
ラ
持
テ
行
テ
生
徒
ニ
与

ヘ
ル
ガ
良
キ
カ
又
ハ
サ
ウ
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
カ
之
ニ
反
シ
テ
生
徒
ガ
知
徳
ノ
性
ヲ
抱
テ
居
ル
カ
ラ
只
其
邪
魔
物
ヲ
取
除
ケ
テ
発
達
サ
ス
ル
ガ
宜
シ
キ
乎
ト
云

ハ
ヾ
真
正
ノ
教
育
ハ
両
方
揃
フ
テ
始
メ
テ
出
来
得
ル
コ
ト
ト
思
ヒ
マ
ス　

只
特
殊
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
或
ハ
注
入
ト
見
ヘ
ル
ト
キ
モ
ア
リ
又
啓
発
ト
見
ヘ
ル
処

モ
ア
リ
マ
シ
ヤ
ウ　

シ
カ
シ
注
入
ト
云
ヘ
ハ
教
師
ニ
充
分
貯
ヘ
マ
シ
タ
モ
ノ
ヲ
生
徒
ガ
貰
フ
ヤ
ウ
ニ
見
ヘ
マ
ス
ガ
強
チ
サ
ウ
デ
モ
ナ
ク
例
ヘ
バ
蠟
燭
ノ
火
ヲ

他
ノ
蠟
燭
ヘ
移
ス
ト
同
シ
事
デ
い
く
ら
他
ニ
点
シ
タ
レ
バ
ト
テ
元
ノ
火
ガ
減
ル
ト
云
フ
訳
デ
ナ
イ
故
ニ
啓
発
ト
モ
見
ヘ
マ
シ
ヤ
ウ　

又
火
ヲ
貰
フ
テ
初
メ
テ

と
ぼ
り
た
る
ユ
ヘ
ニ
注
入
サ
レ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
モ
見
ヘ
マ
シ
ヤ
ウ　

夫
レ
ト
同
様
ニ
教
育
モ
強
チ
ド
チ
ラ
ト
限
リ
テ
云
フ
コ
ト
ハ
出
来
マ
セ
ン　

併
シ
夫
レ
ヲ

圧
制
主
義
ト
カ
自
由
主
義
ト
カ
名
付
ル
ハ
見
当
ガ
違
フ
ヤ
ウ
デ
ス　

併
シ
今
強
テ
啓
発
上
自
由
ト
圧
制
ト
ノ
上
ニ
聊
カ
差
ノ
ア
ル
ト
云
フ
ハ
例
ヘ
バ
一
ダ
ケ

ヨ
リ
持
テ
居
ラ
ヌ
モ
キ
ニ
二
ヤ
三
ノ
刺
擊
ヲ
与
ヘ
タ
ラ
バ
一
ダ
ケ
ノ
結
果
ヨ
リ
ナ
ク
テ
跡
ノ
一
二
ハ
余
計
ノ
力
ト
ナ
ル　

此
余
計
ノ
力
ヲ
与
フ
ル
ノ
ガ
圧
制

ト
云
フ
ベ
キ
者
ナ
ラ
ン
乎　

又
自
由
ト
ハ
こ
ち
ら
ニ
一
ノ
力
ア
ル
ニ
一
ノ
刺
擊
ヲ
与
ヘ
テ
一
ノ
結
果
ア
ル
モ
ノ
ヲ
云
フ
ト
セ
ハ
自
由
ト
圧
制
ノ
差
ハ
い
く
ら

か
出
来
マ
シ
ヨ
ウ　

併
シ
真
ノ
啓
成
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ハ
決
シ
テ
自
由
モ
圧
制
モ
ナ
ク
相
当
ノ
刺
衝
カ
ア
ツ
テ
之
ニ
応
ズ
ル
ノ
結
果
カ
顕
ハ
ル
ヽ
ガ
真
正
ノ
啓

成
デ
ア
リ
マ
ス

是
カ
ラ
啓
成
ト
云
フ
事
ニ
及
ビ
マ
ス　

偖
生
徒
ノ
知
徳
ヲ
啓
成
ス
ル
ト
云
フ
事
ヲ
言
ハ
ン
ニ
ハ
生
徒
ト
教
師
ト
両
方
ノ
事
ヲ
申
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
モ
教
師
ノ
事

ハ
大
体
極
ツ
テ
居
ル
ト
シ
テ
教
育
ヲ
受
ク
ル
生
徒
ノ
方
ノ
事
ヲ
余
計
申
シ
マ
シ
ヤ
ウ　

サ
テ
生
徒
ハ
果
シ
テ
教
育
ナ
シ
得
フ
ル
ヽ
者
カ
其
知
徳
ハ
啓
成
ス
ル

事
ノ
出
来
ヌ
モ
ノ
カ
ト
云
フ
事
ヲ
探
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ　

若
シ
啓
成
サ
ル
ヽ
モ
ノ
ナ
レ
バ
何
処
マ
デ
啓
成
サ
ル
ヽ
カ　

又
其
啓
成
ス
ル
ト
云
フ
事
ハ
只
夫

レ
丈
ケ
ノ
事
カ　

即
チ
教
育
ト
云
フ
事
ハ
教
育
ト
云
ハ
レ
テ
居
ル
丈
ケ
デ
済
ム
カ
将
タ
他
ノ
事
ニ
連
帯
シ
テ
居
ル
カ
ヲ
探
ル
ガ
必
要
デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス　
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其
処
デ
啓
成
ノ
出
来
ル
カ
否
ト
云
フ
事
ハ
大
切
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
併
シ
之
ハ
別
段
面
倒
ヲ
掛
ケ
ル
ニ
モ
及
ハ
ヌ　

啓
成
ガ
出
来
ヌ
ト
セ
バ
我
々
ノ
職
分

ガ
ナ
ヒ
道
理
デ
ス
カ
ラ
之
ハ
出
来
ル
者
ト
ナ
シ
置
カ
ン　

又
是
迄
出
来
ヌ
ト
云
フ
事
ガ
ナ
イ
カ
ラ
出
来
ル
ハ
確
カ
ナ
ル
事
実
ト
シ
テ
置
キ
マ
シ
ヨ
ウ
、
シ
テ

其
出
来
ル
ト
云
フ
訳
即
チ
其
元
素
ヲ
探
リ
マ
シ
ヨ
ウ
、
啓
成
ガ
出
来
ル
ト
ス
レ
バ
教
師
ニ
啓
成
セ
シ
ム
ル
力
ア
リ
ト
云
フ
コ
ト
ト
生
徒
ニ
之
ニ
応
ス
ル
力
ア

リ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
ナ
ケ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ　

教
師
ノ
方
ニ
啓
成
ス
ル
力
ア
リ
ト
ス
ル
モ
生
徒
ニ
之
ヲ
受
ケ
得
ル
力
ナ
ケ
レ
バ
効
ガ
ア
リ
マ
セ
ン　

怜
モ
も
や
し
タ

ル
種
子
ヲ
地
ニ
植
ヘ
ル
モ
萌
ヲ
出
ス
事
ガ
ナ
ヒ
ト
同
様
デ
生
徒
ノ
方
ニ
啓
成
サ
ル
ベ
キ
性
質
即
チ
開
発
性
ガ
備
ハ
リ
テ
居
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ　

此
開
発
性
ガ
啓

成
ノ
原
基
ト
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス　

何
ト
ナ
レ
バ
此
性
質
ガ
ナ
ケ
レ
バ
教
育
ジ
ヤ
ノ
啓
成
ジ
ヤ
ノ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
出
来
ア
セ
ン
カ
ラ
デ
ア
リ
マ
ス
、
其
レ

ナ
レ
バ
故
此
性
質
ヲ
少
シ
研
究
シ
マ
ス
ニ
先
ヅ
誰
デ
モ
同
ジ
事
ニ
此
性
質
ヲ
有
シ
テ
居
ル
カ
ト
云
フ
ノ
問
題
ガ
起
リ
マ
ス　

誰
レ
デ
モ
同
様
ニ
有
ツ
テ
居
ル

ト
ハ
古
来
ノ
説
デ
ア
リ
マ
ス　

舜
モ
人
ナ
リ
我
モ
人
ナ
リ
ト
云
ハ
ヾ
各
人
ノ
有
ス
ル
性
質
ハ
同
様
ナ
リ
ト
云
フ
モ
ノ
ヽ
様
デ
ス　

然
ル
ニ
反
対
ノ
モ
ノ
モ
数

多
ア
リ
マ
ス　

人
心
ノ
異
ナ
ル
ハ
面
ノ
如
シ
ト
云
フ
ハ
其
心
ノ
発
達
モ
亦
面
ノ
異
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
違
フ
モ
ノ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
含
ミ
マ
シ
ヤ
ウ　

又
栴
檀
ハ
両
葉

ヨ
リ
芳
シ
ト
テ
小
サ
キ
ト
キ
カ
ラ
神
童
ノ
名
ヲ
得
シ
モ
ノ
ヤ
后
世
恐
ル
ベ
シ
ト
云
フ
ガ
如
キ
モ
ノ
ハ
幼
少
ノ
時
カ
ラ
元
来
開
発
性
ノ
異
ナ
ル
萌
シ
ナ
リ
ト
云

フ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
ヨ
ウ　

又
性
ニ
善
悪
ア
リ
ト
云
ヒ
又
三
品
三
階
ア
リ
ト
云
フ
ハ
生
レ
付
キ
善
悪
上
中
下
ノ
差
ア
リ
ト
云
フ
コ
ト
デ
シ
ヨ
ウ　

こ
ん
な
事
ハ

聞
キ
流
シ
ニ
シ
テ
置
ケ
バ
夫
レ
迄
ナ
ル
モ
愈
此
主
義
ヲ
以
テ
教
育
上
ニ
施
ス
ニ
於
テ
ハ
大
ニ
利
害
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ト
思
ヒ
マ
ス　

例
セ
バ
性
ニ
三
品
ア
ル
モ

ノ
ト
ス
レ
バ
其
性
質
ヲ
考
ヘ
テ
教
育
セ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン
、
ス
ナ
ハ
チ
此
時
ハ
上
下
二
者
ハ
教
育
ス
ル
ニ
ハ
及
ハ
ズ
シ
テ
只
中
等
ノ
人
物
ノ
ミ
ニ
教
育

ノ
必
要
ガ
ア
ル
ト
云
フ
論
ガ
起
リ
マ
セ
ウ　

此
ノ
如
ク
開
発
性
ハ
人
々
ニ
同
様
ニ
ア
リ
ト
云
フ
ト
、
生
来
不
同
ナ
リ
ト
云
フ
ト
両
方
ア
レ
ト
モ
何
レ
ガ
真
正

ナ
リ
ヤ
ト
云
ハ
バ
不
同
ト
云
フ
ガ
本
統
ダ
ト
思
ヒ
マ
ス　

今
之
ヲ
実
際
ノ
事
例
ニ
徴
シ
マ
ス
レ
バ
古
来
ノ
人
物
ヲ
見
ル
ニ
英
雄
豪
傑
モ
ア
レ
バ
又
纔
ニ
一
身

ヲ
立
ツ
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
モ
ア
リ　

或
ハ
王
公
将
相
ニ
ナ
ル
モ
ノ
モ
ア
レ
バ
糊
口
ニ
ス
ラ
窮
ス
ル
モ
ノ
モ
ア
リ
マ
ス　

コ
レ
デ
開
発
性
ノ
人
毎
ニ
違
フ
所
ア

ル
事
ガ
知
レ
マ
シ
ヨ
ウ　

又
人
ノ
生
レ
落
チ
テ
ヨ
リ
漸
ク
人
事
ヲ
弁
ヘ
ル
ニ
至
リ
尚
段
々
進
ム
間
ニ
モ
開
発
性
ノ
違
ヒ
ア
ル
コ
ト
ハ
言
ハ
ズ
シ
テ
モ
知
レ
得

マ
ス　

更
ニ
人
身
ノ
解
剖
的
研
究
ヨ
リ
ス
ル
モ
開
発
性
ニ
大
辺
ノ
違
ヒ
ア
ル
事
ヲ
発
見
シ
マ
ス　

解
剖
ニ
ヨ
リ
知
徳
ノ
原
タ
ル
脳
膸
ヲ
見
レ
バ
大
ナ
ル
ト
小

キ
ト
ノ
差
ア
リ
其
髄
質
ノ
組
織
ニ
精
粗
等
ノ
違
ヒ
ガ
ア
リ
マ
ス　

精
神
ノ
働
ノ
依
テ
起
ル
処
ノ
脳
膸
ニ
違
フ
所
ア
レ
バ
其
開
発
性
ハ
不
同
デ
ア
ル
ト
セ
ネ
バ

ナ
ラ
ヌ　

尚
又
単
ニ
理
論
上
ヨ
リ
云
ヘ
バ
古
来
宇
宙
ニ
二
ツ
ノ
モ
ノ
ト
シ
テ
同
ジ
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
ナ
シ　

偶
マ
其
同
ジ
ト
云
フ
モ
ノ
デ
モ
ま
る
で
同
ジ
ト
云

フ
モ
ノ
ハ
ナ
イ
ト
云
フ
原
理
ガ
ア
リ
マ
ス
、
サ
ウ
ス
ル
ト
以
上
列
ネ
タ
ル
根
拠
即
チ
第
一
口
伝
ヘ
ニ
シ
テ
居
ル
事
、
第
二
実
際
ノ
事
例
、
第
三
人
身
ノ
組
織
、

第
四
不
均
同
ノ
原
理
ヨ
リ
シ
テ
人
々
ノ
開
発
性
ハ
不
同
ナ
者
ダ
ト
論
ジ
マ
ス　

果
シ
テ
サ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
古
来
ノ
教
育
法
ニ
誤
ア
ル
事
ガ
知
ラ
レ
マ
ス　

其
思
ヒ
付
タ
ル
二
三
ノ
場
合
ヲ
挙
ゲ
マ
シ
ヤ
ウ　

先
ヅ
第
一
ニ
ハ
学
業
ノ
成
ル
ト
成
ラ
ザ
ル
ト
ハ
教
師
ノ
良
否
又
ハ
学
校
ノ
良
否
ニ
依
ル
ト
ス
ル
ハ
間
違
ヒ

デ
ス　

父
兄
ナ
ド
テ
モ
我
子
ヲ
学
校
ヤ
教
師
ニ
付
ケ
テ
発
達
セ
ヌ
ト
キ
ハ
教
授
ノ
叮
嚀
ナ
ラ
ヌ
為
メ
ト
カ
仕
組
ガ
良
ク
ナ
イ
カ
ラ
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
多
イ　

生
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徒
ノ
結
果
ヲ
見
テ
学
校
ヤ
教
師
ノ
品
評
ヲ
ス
ル
ハ
大
ナ
ル
間
違
デ
ア
リ
マ
ス　

固
ヨ
リ
教
師
ヤ
学
校
ノ
良
否
モ
ア
リ
マ
ス
カ
此
レ
ヨ
リ
ハ
寧
ロ
生
徒
ノ
開
発

性
ガ
大
切
デ
ス　

生
徒
ニ
開
発
性
ヲ
備
ヘ
テ
居
レ
バ
之
ヲ
刺
擊
ス
レ
バ
必
ズ
開
発
ス
レ
ト
モ
ど
ん
な
ニ
教
育
シ
テ
モ
開
発
性
ノ
ナ
キ
者
ハ
成
績
ガ
挙
ラ
ズ
開

発
性
ノ
少
ナ
キ
モ
ノ
ハ
少
シ
ヨ
リ
発
達
シ
マ
セ
ヌ

第
二
ニ
ハ
彼
モ
人
ナ
リ
我
モ
人
ナ
リ
ト
云
フ
ハ
大
ナ
ル
間
違
ヒ
デ
ア
リ
マ
ス　

随
分
此
語
ハ
云
フ
テ
モ
良
キ
事
モ
ア
リ
マ
ス
ケ
レ
ト
モ
兎
ニ
角
此
語
ヲ
唱
フ

ル
ト
キ
ハ
非
常
ニ
間
違
ヒ
ヲ
来
タ
シ
マ
ス　

昔
ノ
ゑ
ら
い
人
ハ
楽
ニ
仕
事
ヲ
ヤ
ツ
タ
カ
ラ
我
モ
同
様
ヤ
レ
ヌ
事
ハ
ナ
イ
ト
云
ヒ
マ
ス
レ
ト
モ
之
レ
開
発
性
ノ

違
フ
テ
居
ル
ト
云
フ
事
ヲ
見
ナ
イ
論
デ
ア
リ
マ
ス　

開
発
性
ニ
違
ヒ
ガ
ア
レ
バ
誰
モ
彼
モ
英
傑
ニ
ナ
レ
マ
セ
ヌ
、
第
三
ニ
ハ
級
を
作
り
て
教
授
ヲ
ヤ
ツ
テ
居

ル
ハ
利
デ
ア
ル
カ
害
デ
ア
ル
カ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ス
ガ
初
メ
ヨ
リ
同
様
ニ
教
育
ヲ
受
ケ
テ
来
タ
カ
ラ
ハ
同
様
ニ
ス
ル
ガ
当
然
ト
思
ヘ
モ
シ
マ
セ
ウ
ガ
之
ハ
外
部

ヨ
リ
見
タ
バ
カ
リ
デ
其
実
開
発
性
ガ
違
フ
テ
居
ル
以
上
ハ
左
様
ニ
ハ
申
サ
レ
ヌ　

開
発
性
ノ
違
フ
ガ
為
メ
一
ヲ
聞
テ
十
ヲ
知
ル
モ
ア
リ
、
十
ヲ
聞
テ
一
ヲ
知

ル
モ
ア
リ
、
一
ヲ
聞
テ
一
ヲ
忘
ル
ヽ
モ
ア
リ
マ
ス　

故
ニ
級
ヲ
造
ル
ハ
害
ア
リ
ト
云
ハ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ　

本
当
ノ
教
育
ハ
教
師
ガ
生
徒
一
人
々
々
ニ
付
キ
見
込

ヲ
立
テ
ヽ
教
授
ス
ル
ガ
宜
シ
イ　

併
シ
サ
ウ
ス
レ
バ
亦
他
ノ
害
ガ
ア
リ
マ
セ
ウ　

之
ヲ
う
ま
く
や
つ
て
行
ク
ハ
学
校
教
員
ノ
上
手
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
兎
ニ
角
開

発
性
ノ
違
フ
処
ア
ル
上
ハ
少
シ
ク
考
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン　

第
四
ニ
普
通
教
育
ニ
ハ
加
減
ヲ
セ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン　

普
通
教
育
ト
云
ヘ
バ
何
デ
モ
蚊
デ

モ
知
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
何
分
開
発
性
ガ
違
フ
テ
居
ル
カ
ラ
科
業
ノ
中
ニ
ハ
段
々
其
発
達
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ガ
ア
ル　

即
チ
甲
ノ
科

ニ
ハ
開
発
シ
テ
乙
ノ
科
ニ
ハ
開
発
セ
ヌ
ト
云
フ
類
ノ
事
ガ
ア
ル　

然
レ
バ
之
ニ
凡
テ
普
通
ノ
学
科
ヲ
教
ユ
ル
ハ
余
程
む
つ
か
し
き
事
デ
ス　

併
シ
普
通
科
ハ

そ
ん
な
ニ
開
発
性
ノ
相
違
ア
ル
処
マ
デ
深
ク
ヤ
ル
デ
ナ
イ
ト
云
フ
事
ナ
ケ
レ
バ
夫
レ
迄
ナ
ル
モ
サ
ウ
デ
ナ
ク
バ
注
意
ス
ベ
キ
事
ニ
シ
テ
今
日
ノ
学
校
ナ
ド
テ

モ
其
学
科
中
ニ
開
発
ノ
違
フ
所
ア
ル
ハ
歴
々
ト
シ
テ
認
ム
ル
所
デ
ス　

故
ニ
真
ノ
人
物
ヲ
造
ラ
ン
ト
セ
バ
其
辺
ノ
加
減
ヲ
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ　

併
シ
今
日
ノ
普

通
教
育
ハ
論
ノ
上
ヨ
リ
出
来
タ
ル
モ
ノ
デ
ナ
ク
古
来
ノ
経
験
等
ニ
依
テ
ノ
事
デ
ア
リ
マ
シ
ヤ
ウ
カ
ラ
其
ハ
措
キ
マ
ス　

此
他
開
発
性
ノ
不
同
ナ
ル
ニ
付
キ
論

ス
ベ
キ
コ
ト
沢
山
ア
リ
マ
セ
ウ
ガ
今
ハ
第
五
ニ
猶
一
言
シ
マ
ス
ノ
ハ
精
神
一
到
何
事
不
成
ト
云
フ
事
デ
ア
リ
マ
ス
、
ア
レ
ハ
間
違
ヒ
デ
ア
リ
マ
ス　

開
発
性

ノ
充
分
完
全
ナ
ル
人
ハ
サ
ウ
デ
モ
ア
リ
マ
セ
ウ
ガ
開
発
性
ノ
乏
シ
キ
人
ハ
サ
ウ
ハ
行
カ
ヌ　

螳
螂
カ
か
ま
ニ
中
レ
バ
却
テ
其
身
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス

ガ
不
相
応
ノ
事
ヲ
セ
ン
ト
シ
テ
モ
出
来
マ
セ
ヌ　

其
処
デ
開
発
性
ノ
人
毎
ニ
相
違
ア
リ
ト
云
フ
事
ハ
最
早
分
リ
タ
リ
ト
シ
テ
次
ニ
彼
レ
ノ
開
発
性
ハ
ど
の
位

ヒ
是
レ
ノ
開
発
性
ハ
ど
の
位
ト
云
フ
尺
度
ヲ
見
ル
事
ハ
む
つ
か
し
い
事
デ
ア
リ
マ
ス
ケ
レ
ト
モ
全
ク
見
ル
コ
ト
ノ
出
来
ナ
イ
ト
云
フ
訳
デ
モ
ア
リ
マ
セ
ン　

之
ヲ
知
ル
ニ
ハ
結
果
ニ
付
テ
見
ル
ヨ
リ
外
ア
リ
マ
セ
ン　

併
シ
結
果
ノ
上
デ
開
発
性
ヲ
見
テ
ハ
役
ニ
立
チ
マ
セ
ヌ　

此
ガ
却
テ
宜
シ
イ　

ツ
マ
リ
開
発
性
ノ

尺
度
ハ
前
以
テ
知
レ
マ
セ
ヌ
ユ
ヘ
精
神
一
到
何
事
不
成
彼
モ
人
ナ
リ
我
モ
人
ナ
リ
ト
ノ
格
言
ヲ
服
膺
シ
テ
奮
励
サ
シ
マ
ス　

此
ハ
良
キ
事
ナ
レ
ト
モ
畢
竟
手

立
テ
ヾ
ア
リ
マ
シ
テ
果
シ
テ
真
ニ
出
来
上
ル
ト
極
メ
ル
事
ハ
出
来
マ
セ
ン
、
出
来
ザ
ル
ト
キ
ハ
開
発
性
ノ
足
ラ
ヌ
ガ
為
メ
ナ
ル
事
ヲ
悟
ラ
シ
ム
ル
デ
ア
リ
マ

ス
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扨
之
レ
ヨ
リ
開
発
性
ノ
尺
度
ノ
違
フ
ハ
ど
う
云
フ
訳
デ
ア
ル
カ
其
説
明
ヲ
セ
ネ
バ
事
ガ
纏
ラ
ズ
満
足
ハ
出
来
マ
セ
ン　

開
発
性
ノ
違
フ
所
以
ニ
ツ
キ
種
々
ノ

説
明
カ
立
チ
マ
ス
ガ
大
別
セ
バ
理
外
ノ
説
明
ト
理
内
ノ
説
明
ト
二
類
ア
リ
マ
ス　

其
理
外
ノ
内
ニ
有
意
的
ト
無
意
的
ト
ヲ
分
チ
無
意
的
ノ
内
ニ
偶
然
的
ト
必

然
的
ト
ヲ
分
チ
更
ニ
大
別
第
二
ノ
理
内
ノ
内
ニ
物
質
的
ト
精
神
的
ノ
区
別
ヲ
為
シ
マ
シ
タ　

扨
テ
第
一
ノ
理
外
有
意
的
説
明
ハ
開
発
性
ノ
不
同
ハ
天
地
主
宰

ノ
神
ノ
意
カ
ラ
出
タ
モ
ノ
デ
我
々
ハ
之
ヲ
知
ル
事
ガ
出
来
ヌ
ト
神
ノ
意
志
ニ
帰
シ
道
理
ヲ
云
ヒ
マ
セ
ヌ
ユ
ヘ
理
外
有
意
的
説
明
ト
申
ス
、
第
二
理
外
無
意
的

説
明
ノ
中
偶
然
ト
必
然
ト
ニ
別
レ
テ
開
発
性
ノ
事
ハ
偶
然
ニ
斯
ク
ア
ル
ノ
ミ
ニ
テ
規
則
モ
理
因
モ
ナ
シ
ト
云
フ
ガ
偶
然
ノ
説
明
ト
云
フ　

然
ル
ニ
此
事
ハ
必

ズ
由
テ
起
ル
必
然
ノ
原
因
ア
ツ
テ
ノ
事
ナ
ル
モ
其
原
因
ハ
我
々
ノ
知
ル
能
ハ
ザ
ル
処
ト
云
フ
ノ
ガ
必
然
ノ
説
明
デ
ア
リ
マ
ス
、
即
チ
命
数
ト
カ
天
命
ト
カ
云

フ
ノ
類
カ
此
内
デ
ス

第
三
道
理
内
物
質
的
ノ
説
明
又
ハ
形
而
下
ノ
説
明
ト
デ
モ
申
シ
マ
セ
ウ
カ　

此
説
明
ハ
我
知
徳
ノ
開
発
性
ハ
父
母
カ
ラ
ノ
遺
伝
ニ
由
テ
何
処
迄
開
発
ス
ル
ト

云
フ
事
ガ
定
マ
リ
テ
ア
ル
ト
云
フ
ノ
デ
例
令
ハ
梅
ノ
種
ガ
出
来
レ
バ
之
ハ
赤
梅
ニ
ナ
ル
カ
白
梅
ニ
ナ
ル
カ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
既
ニ
種
々
含
ン
デ
居
ル
カ
如
シ
ト

ス
ル
ノ
デ
物
質
不
滅
ノ
理
ニ
基
キ
マ
ス
、
第
四
ニ
理
内
精
神
的
ノ
説
明
又
ハ
形
而
上
ノ
説
明
ハ
精
神
不
滅
ノ
道
理
ニ
拠
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス　

乃
チ
心
ト
云
フ

モ
ノ
ハ
不
朽
ニ
存
シ
テ
居
テ
元
来
開
発
性
ヲ
備
ヘ
テ
居
ル
故
ニ
吾
人
開
発
ノ
上
ニ
違
ヒ
ア
ル
ハ
其
開
発
性
ノ
発
表
ノ
多
少
ニ
依
ル
ト
云
フ　

ツ
マ
リ
心
ヲ
押

ヘ
テ
其
中
ニ
開
発
ノ
性
質
ガ
寓
シ
テ
居
ル
ト
云
フ
ノ
説
明
ニ
ナ
リ
マ
ス

こ
ん
な
ニ
五
通
リ
ニ
別
ケ
テ
申
シ
マ
シ
タ
ガ
此
内
ど
れ
が
良
キ
カ
ト
判
断
ヲ
セ
ネ
バ
納
マ
リ
ガ
付
キ
マ
セ
ヌ　

扨
判
断
ヲ
付
ケ
ル
ト
理
外
ノ
事
ハ
真
正
ノ
説

明
ニ
ハ
ナ
ラ
ヌ
カ
ラ
棄
テ
ヽ
道
理
内
ノ
説
明
ヲ
取
ラ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ　

故
ニ
神
意
的
、
偶
然
的
、
必
然
的
ノ
説
明
ハ
措
キ
先
ツ
物
質
的
、
精
神
的
ノ
説
明

ヲ
執
ラ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ　

然
ル
ニ
此
二
ツ
ニ
付
キ
テ
少
シ
申
サ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン　

物
質
的
ノ
説
明
ニ
就
キ
遺
伝
ノ
説
明
ハ
今
日
マ
ダ
一
定
シ
マ
セ
ヌ　

独
逸
ア
タ
リ
デ
ハ
熱
心
ニ
ヤ
ツ
テ
新
規
説
モ
出
テ
居
リ
マ
ス
中
ニ
モ
ワ
イ
ズ
マ
ン
ノ
説
ガ
勢
力
ヲ
占
メ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
之
レ
ト
テ
臆
説
ヲ
免
レ
マ
セ
ヌ　

又

兎
ニ
角
父
母
ア
ツ
テ
生
レ
ル
ト
直
チ
ニ
開
発
性
ガ
備
ハ
ル
ト
云
ヒ
マ
ス
ケ
レ
ド
猶
夫
レ
デ
モ
不
完
全
ノ
処
ガ
ア
ル
様
デ
ス
カ
ラ
是
レ
丈
ケ
デ
ハ
充
分
ナ
説
明

ト
ハ
申
サ
レ
マ
セ
ヌ　

其
処
ヲ
鳥
渡
お
話
シ
申
シ
マ
セ
ウ　

親
ヨ
リ
子
ニ
遺
伝
シ
子
ヨ
リ
孫
ニ
遺
伝
シ
テ
段
々
相
続
ス
ル
上
ニ
於
テ
開
発
進
化
ヲ
論
ズ
ル
ハ

惣
体
上
論
ニ
テ
人
類
ナ
レ
バ
人
類
惣
体
ノ
上
ニ
昔
時
ハ
野
蛮
デ
今
日
ハ
文
明
ニ
ナ
リ
尚
追
々
進
ン
デ
黄
金
時
代
ニ
達
ス
ト
云
フ
風
デ
人
類
ト
云
フ
全
体
ガ
野

蛮
ヨ
リ
文
明
ニ
進
化
ス
ル
ノ
デ
一
箇
人
ニ
就
テ
野
蛮
人
カ
文
明
人
ニ
ナ
ル
デ
ハ
ナ
ク
野
蛮
人
ハ
野
蛮
デ
死
シ
半
開
人
ハ
半
開
デ
死
ス
ル
デ
ア
リ
マ
ス　

今
日

ノ
吾
々
ハ
今
日
ノ
有
様
ニ
テ
死
ス
レ
バ
夫
レ
キ
リ
ト
云
フ
風
デ
ア
リ
マ
ス　

我
々
之
レ
デ
満
足
出
来
マ
セ
ウ
カ　

固
ヨ
リ
我
々
ハ
死
シ
テ
モ
我
々
ノ
子
孫
ガ

ゑ
ら
い
モ
ノ
ニ
ナ
ル
夫
ハ
ヨ
ヒ
コ
ト
テ
大
切
ナ
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス　

併
シ
夫
レ
丈
ケ
デ
ハ
満
足
出
来
マ
セ
ヌ　

我
々
ハ
我
々
ノ
開
発
性
ヲ
子
ニ
遺
伝
ス
レ

バ
足
レ
リ
子
ヲ
生
育
シ
タ
ラ
ハ
死
ン
デ
仕
舞
フ
マ
デ
ト
ス
レ
バ
子
ヲ
生
育
ス
ル
ガ
大
目
的
デ
此
目
的
ヲ
ナ
サ
ヌ
モ
ノ
ハ
不
用
ノ
人
間
ト
云
ハ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ

（
大
笑
）　

然
ル
ニ
我
子
孫
ガ
ヱ
ラ
ク
ナ
リ
日
本
国
ガ
駸
々
ト
進
歩
ス
ル
ハ
良
キ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
我
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
死
ス
レ
バ
夫
レ
キ
リ
断
滅
ス
ル
ト
云
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フ
テ
ハ
落
胆
ノ
至
リ
デ
ア
リ
マ
ス　

固
ヨ
リ
理
論
上
ヨ
リ
云
ハ
ヾ
精
神
不
滅
ノ
原
理
ハ
動
ス
可
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス　

故
ニ
今
精
神
ノ
開
発
性
ニ
就

キ
テ
ハ
精
神
的
ノ
説
明
カ
ラ
行
ク
方
ガ
良
キ
ワ
ケ
デ
ス　

此
説
明
デ
ハ
我
ト
云
フ
者
ハ
不
滅
ナ
ル
モ
ノ
デ
無
限
ノ
働
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
ル　

無
限
ノ
開

発
性
ヲ
備
ヘ
テ
居
ル
ト
云
ヒ
マ
ス
、
甚
タ
ノ
モ
シ
キ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
カ　

故
ニ
物
質
的
ノ
説
明
ノ
ミ
デ
ハ
望
ミ
少
ナ
キ
生
活
モ
此
精
神
的
説
明
ヲ
得
レ
バ

甚
ダ
望
ミ
多
キ
生
活
ト
ナ
リ
マ
ス　

故
ニ
精
神
的
ト
物
質
的
ト
ノ
説
明
ガ
揃
フ
テ
始
メ
テ
完
全
ノ
説
明
ト
申
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ　

其
処
デ
開
発
ノ
異
ナ
ル
ハ

種
々
ノ
因
情
ノ
為
ニ
此
性
質
ノ
開
顕
ノ
度
ノ
異
ナ
ル
ニ
過
ギ
ヌ
ト
説
明
サ
レ
マ
ス　

其
事
ヲ
精
ク
知
ル
ニ
ハ
人
間
一
生
ノ
間
ノ
研
究
ノ
ミ
デ
ハ
不
充
分
デ
ア

リ
マ
ス　

不
滅
ノ
精
神
ノ
過
去
現
在
未
来
ヲ
経
テ
進
化
ス
ル
模
様
ヲ
討
究
セ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ　

夫
レ
ハ
今
ハ
略
シ
マ
ス
ガ
モ
ウ
一
ツ
精
神
的
ノ
説
明
ニ
付

テ
申
ス
コ
ト
ハ
心
ノ
研
究
ヲ
今
一
層
余
計
ニ
シ
タ
ラ
バ
良
カ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス　

今
日
学
術
上
ノ
進
歩
デ
物
質
上
ノ
探
求
ハ
至
レ
ル
モ
心
ノ
方
ガ
甚
欠
ケ
テ

居
リ
マ
ス　

人
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
物
質
計
リ
デ
出
来
テ
居
ラ
ヌ
ト
云
フ
事
ハ
誰
モ
知
ル
所
デ
物
質
ト
心
ト
両
方
デ
成
テ
居
リ
マ
ス
以
上
ハ
此
両
者
ヲ
ソ
ロ
ヘ
テ

研
究
セ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ　

此
ニ
付
テ
精
シ
ク
述
ベ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
ケ
レ
ト
モ
永
ク
ナ
リ
マ
ス
カ
ラ
極
簡
短
ニ
略
述
シ
マ
ス　

彼
ノ
物
質
ヲ
研
究
ス
ル
化

学
デ
ハ
元
素
ガ
六
七
十
ア
リ
ト
シ
其
ヨ
リ
万
物
ガ
出
来
テ
居
ル
ト
説
キ
マ
ス　

扨
其
ノ
原
素
ガ
六
十
七
十
ト
云
フ
ハ
永
久
ニ
動
カ
ヌ
説
カ
ト
云
フ
ニ
左
ハ
ナ

ク
テ
既
ニ
一
原
素
ノ
説
モ
ア
リ
マ
ス　

其
元
カ
一
類
デ
ア
ル
ト
云
ハ
ヾ
原
素
ノ
開
発
性
ハ
元
ハ
同
一
デ
ア
ル
ト
云
フ
ノ
論
ガ
出
マ
セ
ウ　

然
ル
ニ
元
ノ
一
類

ノ
原
素
ヲ
物
質
的
ト
極
ム
ル
ハ
匇
卒
デ
ア
リ
マ
ス　

物
質
的
ト
デ
モ
精
神
的
ト
デ
モ
云
フ
テ
モ
ヨ
イ
ワ
ケ
非
物
非
心
ノ
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
タ
ラ
最
モ
宜
シ

ウ
思
ハ
レ
マ
ス　

全
体
物
心
ノ
両
者
ハ
別
レ
タ
ル
モ
ノ
デ
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス　

今
日
ノ
理
学
ハ
有
形
ニ
テ
実
験
ノ
出
来
ル
モ
ノ
ヽ
ミ
ヲ
確
実
ト
シ
マ
ス
ガ
、

ナ
ル
ホ
ド
我
々
ノ
五
官
ニ
接
シ
テ
実
験
ノ
出
来
ル
ハ
結
搆
デ
ア
リ
マ
ス　

併
シ
化
学
上
ノ
原
素
ハ
目
ニ
モ
視
ヘ
ズ
手
ニ
モ
触
レ
ル
コ
ト
出
来
マ
セ
ン　

又
物

理
学
デ
云
フ
光
線
ヤ
「
ヱ
レ
キ
」
ノ
為
ニ
必
要
ナ
ル
「
イ
ー
サ
ー
」
ト
カ
「
ヱ
ー
テ
ル
」
ト
カ
云
フ
モ
ノ
モ
同
様
ニ
テ
見
ル
コ
ト
モ
デ
キ
ズ
ツ
カ
ム
コ
ト
モ

出
来
マ
セ
ン
、
サ
ウ
シ
テ
見
レ
ハ
物
理
化
学
者
ノ
基
本
ト
シ
マ
ス
ル
モ
ノ
ハ
有
形
デ
ハ
ナ
ク
無
形
デ
ア
リ
マ
ス　

無
形
デ
ア
リ
マ
ス
レ
バ
精
神
ト
同
様
ナ
者

デ
ア
リ
マ
ス　

語
ヲ
換
ヘ
テ
云
ヘ
ハ
精
神
ハ
無
形
ナ
モ
ノ
物
質
ノ
元
素
等
ハ
無
形
ナ
者
ナ
レ
バ
同
一
体
ガ
或
ハ
物
質
的
ノ
性
質
ヲ
顕
シ
或
ハ
精
神
的
ノ
作
用

ヲ
起
ス
ト
云
フ
テ
宜
シ
ウ
思
ハ
レ
マ
ス　

斯
ノ
如
ク
異
ナ
ル
顕
現
ノ
所
以
ハ
ド
ー
カ
ト
申
セ
バ
因
情
ノ
為
ニ
開
発
ノ
異
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス　

畢
竟
ス
ル
ニ

宇
宙
ノ
原
子
タ
ル
非
物
非
心
ノ
体
ハ
無
限
ノ
開
発
性
ヲ
具
ヘ
テ
常
ニ
開
発
進
化
シ
ツ
ヽ
ア
リ
マ
シ
テ
其
間
ニ
ハ
或
物
質
的
ノ
性
質
ヲ
顕
ハ
シ
或
有
機
的
官
能

ヲ
顕
ハ
シ
或
ハ
又
精
神
的
作
用
ヲ
顕
ハ
ス　

又
更
ニ
細
説
ス
レ
バ
精
神
的
作
用
ヲ
顕
ハ
ス
上
ニ
モ
多
少
優
劣
等
ノ
不
同
ガ
ア
リ
今
日
児
童
ノ
開
発
性
ノ
不
同

ナ
ル
ハ
此
ニ
由
リ
タ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス　

愚
論
ヲ
長
々
シ
ク
申
上
ゲ
マ
シ
テ
御
耳
ヲ
汚
シ
マ
シ
タ
（
拍
手
喝
采
）


